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ご あ い さ つ
　皆さまには、平素より私ども奈良信用金庫をご利用、お引き立ていただき厚くお礼申し上げます。

　本年度も、当金庫の業績推移や1年間の活動状況を編集した「ならしんレポート2026」を作成いたしました。

是非ご高覧いただき、当金庫へのご理解をより一層深めていただければ幸いです。

　昨年は、雇用・所得環境の改善により、個人消費に持ち直しの動きも見られはじめる一方、物価高の影響は大

きく、地域のお客さまの生活に大きな変化をもたらすものとなりました。また、中小零細企業においては、エネ

ルギー・原材料価格の高止まりに加え、賃金水準の上昇を十分に価格転嫁できない状況が続き、依然として厳し

い経営環境にあります。

　地域経済においては、人口減少・少子高齢化、事業承継問題、金利環境の変化など、構造的課題が一段と顕在

化しています。これらの課題に対するニーズは日々変化しており、地域金融機関として、当金庫はその変化を的

確に捉え、真摯に向き合っていく責務があります。

　このような経済環境の下、当金庫は「信用金庫」の原点である相互扶助の精神に立ち返り、地域のお客さまに

真に必要とされる質の高い金融機関「エクセレント・スモールバンク」を目指し、業務に取り組んでまいりまし

た。お客さまの夢の実現に向けて、本業支援態勢の強化、課題解決型提案の充実、審査の迅速化や職員の専門性

向上など、お客さまの多様化するニーズに対し、迅速かつ適切に応えるための体制構築に努めてまいりました。

　さて、2026年度は中期計画である「エクセレント・スモールバンク計画」の最終年度・3年目を迎えます。今

年度は、信用金庫の理念と信念を大切にしながら、これまで以上に考動と行動を深化させ、他金融機関との差別

化を図り、当金庫の強みをより確かなものとして確立させてまいります。地域のお客さまにとってどのようなこ

とでも相談できるオンリーワンの金融機関となるために、職員一人ひとりが考え、行動し、地域の発展のために

挑戦を続けてまいります。

　今後も奈良信用金庫は「顧客本位の業務運営」を徹底し、お客さまの支え

となる金融サービスを提供し、地域の皆さまから信頼される信用金庫を目指

してまいる所存でございますので、今後とも変わらぬご支援ご愛顧を賜りま

すようお願い申し上げますとともに、皆さま方の益々のご繁栄とご健勝を心

から祈念いたします。

2026年7月

理 事 長

菊澤 竜一

【2つの輪】 ・・・・・・・・・・・・・・・共存
「2つの輪はお客さまと〈ならしん〉との尽きることのない結びつき…」
協同組織による地域金融機関として地元の皆さまとともに歩み続ける〈ならし
ん〉。皆さまに愛され親しまれ、そして互いに信頼で結ばれた、地域になくては
ならない信用金庫を目指します。

【外円への空間】 ・・・・・・・・・・発展
「外円への空間は無限に伸びる将来…」
金融を通じて地元の皆さまの繁栄に奉仕します。また、堅実経営に徹し、〈なら
しん〉も成長してさらに皆さまのお役に立ち、互いの悠久の発展を目指します。

【若草色】 ・・・・・・・・・・・・・・・・活力
　「若々しく、明るく、清新な若草色…」
活気に満ち、夢ゆたかなまちづくりに誠心
誠意尽くします。また、職員が明るく生き生
きと働ける職場づくりを目指します。

1. 【お客さま本位の経営】
　金融サービス業としての使命感を持って、お客さまの繁栄と発展に貢献します。
2. 【地域金融機関としての経営】
　地域の個人、中小企業のお役に立ち、地域経済の繁栄と発展に貢献します。
3. 【健全経営】
　堅実、公正な経営により、健全な経営体質を堅持します。
4. 【人材育成】
　高い見識と倫理観を備えた、実践力のある人材を育成します。
5. 【職場風土の醸成】
　豊かな人間性に溢れた、明るい風通しの良い職場風土を醸成します。

奈良信用金庫は、お客さまに信頼され親しまれる
金融機関としてお客さまと共に繁栄し、発展します。

名 称
創 業
代 表 者
本 店 所 在 地
電 話 番 号
役 職 員 数
店 舗 数
会 員 数
出 資 金
預 金
貸 出 金
営 業 地 区

奈良信用金庫（ならしん）
昭和3年9月
理事長 菊澤 竜一
奈良県大和郡山市南郡山町529番地の6
0743-54-3111(代表)
199人
15店舗(うち出張所3店舗）
14,874人
492百万円
347,333百万円
188,568百万円
奈良市、大和郡山市、生駒市、天理市、大和高田市、橿原市、香芝
市、桜井市、御所市、五條市(旧西吉野村・旧大塔村を除く)、葛
城市、生駒郡、山辺郡、磯城郡、北葛城郡、京都府木津川市、京田
辺市、相楽郡精華町、大阪府四條畷市、大東市、東大阪市 
（2026年3月末現在）

当金庫概要

経営理念

シンボルマークに込められた〈ならしん〉の３つの願い

シンボルマーク

ならしんお客さま笑顔宣言

共通KPIの取組状況について
「経営者保証に関するガイドライン」への
対応方針について
「金融仲介機能のベンチマーク」を
活用した取組状況について
ならしんの業績について
主要な経営指標の推移
自己資本比率の状況
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お客さまお一人おひとりのお考えを尊重し、お客さまの立場にたって最善の利益を追求するとともに、夢や幸せな生活の実現をサ
ポートしてお客さまを笑顔にしていくことが奈良信用金庫の事業の目的であり、当金庫役職員の活動目的です。奈良信用金庫はお客
さまからの信認を得てこの目的を行うため、お客さま本位の業務運営により以下の方針を制定し、遵守することをここに宣言します。
本方針は、より良い業務運営を実現するため適宜見直してまいります。

お客さまの利益が不当に害されることがないよう、
利益相反の適切な管理に取り組んでまいります。3

（1）当金庫は、お客さまとの取引にあたり、お客さまの利益が不当に害される
おそれのある取引を適切に管理し、お客さまの利益が不当に害されること

がないように利益相反の適切な管理体制を定め、お客さまの利益の保護を
図ります。

お客さまにご理解いただけるよう
重要な情報については、分かりやすくご説明してまいります。4

（1）金融商品をご提供するにあたり、お客さまにとっての「必要性」「選定理由」
「手数料等の費用」「リスク」等、重要な情報を目論見書や販売用資料、タブ
レット端末等を活用して、お客さまに十分ご理解いただけるまで丁寧にわ
かりやすくご説明します。

（2）はじめて金融商品をご検討されるお客さまやご高齢のお客さまについて

は、その情報について販売前にご理解いただけるかを検討し、ご高齢のお客
さまには販売後にも、十分にご理解いただけたかをより慎重に確認します。

（3）金融商品の販売後も夢や幸せな生活の実現に向けて継続的なサポートは
もちろんのこと、お客さまのお考えやライフステージの変化等に対しても
継続的なコンサルティングに努めてまいります。

この宣言を遵守するため、常にお客さまからの声に耳を傾け、
役職員が一丸となってお客さま本位の企業風土が定着するよう取り組んでまいります。 5

（1）当金庫はこの宣言を運営の根幹とするとともに、それが金庫文化となる組
織づくりを目指してまいります。

（2）役職員間での協力を惜しまず、全役職員でお客さまお一人おひとりの夢や
幸せな生活の実現のお手伝いをする企業文化を醸成するよう努力してま
いります。 

（3）全役職員がお客さまのさまざまなお考えにお応えできる知識、スキル向上
に努めてまいります。

（4）営業活動を通じてお客さまの声を収集、検証し、取組の改善に繋げてまい
ります。

（5）お客さま本位の業務運営が企業風土として定着するように、真にお客さま
の利益に適う提案やコンサルティングが評価される業績評価や人事評価
の態勢を構築してまいります。

（6）この宣言の遵守状況については、定期的に検証を行い、経営陣はこの宣言
が定着するよう努めてまいります。

お客さま笑顔宣言お客さま笑顔宣言 共通KPIの取組状況について

お客さまの利益が不当に害されることがないよう、
利益相反の適切な管理に取り組んでまいります。3

●当金庫は、お客さまとの取引にあたり、お客さまの利益が不当に害されるおそれのある取引を適切に管理し、お客さ
まの利益が不当に害されることがないように利益相反の適切な管理体制を定め、お客さまの利益の保護を図ります。

常にお客さまのお考えを尊重し、
お客さまの立場において最善の利益を追求してまいります。1

●ご来店またはご訪問先のお客さまより頂いた「お客さまの声（要望等）」に基づき要因分析を行い、誠実・公正な情報提
供やご提案となるように努めました。

お客さま本位の業務運営に
関する基本方針

金融庁公表の「顧客本位の業務運営に
関する原則」との対応関係については
こちらをご確認下さい。

以　上
（2026.6改訂）

お客さまお一人おひとりの思いを理解し、
それにふさわしい金融商品やアドバイスを提供いたします。2

（1）お客さまの思いやお考えを対話を通して理解するよう努めるとともに、そ
の時間を大切にしてお客さまとの価値観を共有してまいります。

（2）お客さまお一人おひとりの夢や幸せな生活の実現に向けたライフイベン
トや資産の形成に関するセミナー等を実施し、お客さまのお手伝いをする
機会を設けてまいります。 

（3）お客さまそれぞれのライフイベントを理解し、お客さまにふさわしいと考
える金融商品を適合性も重視し提供してまいります。

（4）お客さまのお考え等を尊重し、「販売」としてのご提供ではなく、そのライ
フイベント等にふさわしい商品をお客さまご自身に選択いただく「ご購
入」の姿勢でご提供してまいります。またご提供商品はお客さまの視点に
基づいて適宜見直してまいります。

（5）合理的根拠の乏しい金融商品の乗換取引や回転売買のほか、ご融資取引等
が発生する、あるいは今後発生する可能性のあるお客さまに対して、優越
的地位を不当に利用するご提案はいたしません。

（6）地域のみなさまに対して、お客さまの投資判断にお役立てできる、商品特

性、リスクやリターンの大きさ、現在の市場動向等の情報提供に努めてま
いります。

（7）金融商品の販売にあたり、お客さまにご負担いただく手数料については、
契約締結前交付書面や目論見書、販売用資料等にて、その詳細をわかりや
すく説明し、お客さまが正しい投資判断が行えるよう手数料の開示に努め
てまいります。

（8）お客さまの最善の利益を実現するため、金融商品の組成に携わる投資運用
会社等の金融商品組成事業者と連携し、より良い商品やサービスを提供で
きる仕組みづくりに取り組みます。

（9）取扱商品をご契約いただいたお客さまの属性や投資目的、販売状況に関する
情報等（個人情報を除く）を金融商品組成事業者と共有いたします。共有した
情報は、金融商品組成事業者の想定と当金庫の販売実態に乖離がないか検証
し、取扱商品のラインナップや販売方法の見直しに活用してまいります。

※当金庫は金融商品の組成会社等の委託を受け商品の販売を行っておりま
す。（金融商品の組成には携わっておりません）

常にお客さまのお考えを尊重し、
お客さまの立場において最善の利益を追求してまいります。1

（1）当金庫は、お客さまの最善の利益がお客さまお一人おひとりの夢や幸せな生
活に繋がると考え、お客さまの立場にたってその実現のお手伝いをします。

（2）当金庫は「お客さま本位の業務運営」を徹底的に追求し、役職員は高度な専

門性と職業倫理を保持し、お客さまに対して誠実・公正に業務を行い、お客
さまにどのような価値を提供できるかを常に考えるとともに、お客さまに
とって最善の利益を図るようコンサルティング能力を高めてまいります。

お客さまお一人おひとりの思いを理解し、
それにふさわしい金融商品やアドバイスを提供いたします。2

●預かり資産ご案内ツール「しんきん預かり資産ナビ」を用いてキャッシュフロー表の作成を行う等、お客さまへのご
案内に活用いたします。お客さまの情報 (知識、経験、財産、契約の目的)、ご意向や夢をお伺いしキャッシュフロー表
を作成することで、世帯単位の課題を見える化し、お客さまの将来の夢や目標の実現をサポートいたします。

キ
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4
この宣言を遵守するため、常にお客さまからの声に耳を傾け、役職員が一丸
となってお客さま本位の企業風土が定着するよう取り組んでまいります。 5

●相談業務のコンサルタントとして認定された職員がＭＡ（マネーアドバイザー）として情報提供や提案活動を行って
おります。
●オンライン会議システムや動画を活用した研修により、職員の能力向上を図っています。
●よりいっそうお客さまのお役に立てるよう専門性を高めてまいります。

4
お客さまにご理解いただけるよう
重要な情報については、分かりやすくご説明してまいります。4

●手数料等のコスト、リスクや基準価額の推移、商品内容を預かり資産ご案内ツール「しんきん預かり資産ナビ」、重要
情報シートなどを用いて分かりやすくご説明のうえ、ご理解度を確認させていただきます。
●投資信託をご購入後、6ケ月に一度（ご高齢のお客さまは3ケ月に一度）運用状況をご報告いたします。

「ならしんお客さま笑顔宣言」に基づいた当金庫の預かり資産の
提案活動についてご報告いたします。
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お客さまお一人おひとりのお考えを尊重し、お客さまの立場にたって最善の利益を追求するとともに、夢や幸せな生活の実現をサ
ポートしてお客さまを笑顔にしていくことが奈良信用金庫の事業の目的であり、当金庫役職員の活動目的です。奈良信用金庫はお客
さまからの信認を得てこの目的を行うため、お客さま本位の業務運営により以下の方針を制定し、遵守することをここに宣言します。
本方針は、より良い業務運営を実現するため適宜見直してまいります。

お客さまの利益が不当に害されることがないよう、
利益相反の適切な管理に取り組んでまいります。3

（1）当金庫は、お客さまとの取引にあたり、お客さまの利益が不当に害される
おそれのある取引を適切に管理し、お客さまの利益が不当に害されること

がないように利益相反の適切な管理体制を定め、お客さまの利益の保護を
図ります。

お客さまにご理解いただけるよう
重要な情報については、分かりやすくご説明してまいります。4

（1）金融商品をご提供するにあたり、お客さまにとっての「必要性」「選定理由」
「手数料等の費用」「リスク」等、重要な情報を目論見書や販売用資料、タブ
レット端末等を活用して、お客さまに十分ご理解いただけるまで丁寧にわ
かりやすくご説明します。

（2）はじめて金融商品をご検討されるお客さまやご高齢のお客さまについて

は、その情報について販売前にご理解いただけるかを検討し、ご高齢のお客
さまには販売後にも、十分にご理解いただけたかをより慎重に確認します。

（3）金融商品の販売後も夢や幸せな生活の実現に向けて継続的なサポートは
もちろんのこと、お客さまのお考えやライフステージの変化等に対しても
継続的なコンサルティングに努めてまいります。

この宣言を遵守するため、常にお客さまからの声に耳を傾け、
役職員が一丸となってお客さま本位の企業風土が定着するよう取り組んでまいります。 5

（1）当金庫はこの宣言を運営の根幹とするとともに、それが金庫文化となる組
織づくりを目指してまいります。

（2）役職員間での協力を惜しまず、全役職員でお客さまお一人おひとりの夢や
幸せな生活の実現のお手伝いをする企業文化を醸成するよう努力してま
いります。 

（3）全役職員がお客さまのさまざまなお考えにお応えできる知識、スキル向上
に努めてまいります。

（4）営業活動を通じてお客さまの声を収集、検証し、取組の改善に繋げてまい
ります。

（5）お客さま本位の業務運営が企業風土として定着するように、真にお客さま
の利益に適う提案やコンサルティングが評価される業績評価や人事評価
の態勢を構築してまいります。

（6）この宣言の遵守状況については、定期的に検証を行い、経営陣はこの宣言
が定着するよう努めてまいります。

お客さま笑顔宣言お客さま笑顔宣言 共通KPIの取組状況について

お客さまの利益が不当に害されることがないよう、
利益相反の適切な管理に取り組んでまいります。3

●当金庫は、お客さまとの取引にあたり、お客さまの利益が不当に害されるおそれのある取引を適切に管理し、お客さ
まの利益が不当に害されることがないように利益相反の適切な管理体制を定め、お客さまの利益の保護を図ります。

常にお客さまのお考えを尊重し、
お客さまの立場において最善の利益を追求してまいります。1

●ご来店またはご訪問先のお客さまより頂いた「お客さまの声（要望等）」に基づき要因分析を行い、誠実・公正な情報提
供やご提案となるように努めました。

お客さま本位の業務運営に
関する基本方針

金融庁公表の「顧客本位の業務運営に
関する原則」との対応関係については
こちらをご確認下さい。

以　上
（2026.6改訂）

お客さまお一人おひとりの思いを理解し、
それにふさわしい金融商品やアドバイスを提供いたします。2

（1）お客さまの思いやお考えを対話を通して理解するよう努めるとともに、そ
の時間を大切にしてお客さまとの価値観を共有してまいります。

（2）お客さまお一人おひとりの夢や幸せな生活の実現に向けたライフイベン
トや資産の形成に関するセミナー等を実施し、お客さまのお手伝いをする
機会を設けてまいります。 

（3）お客さまそれぞれのライフイベントを理解し、お客さまにふさわしいと考
える金融商品を適合性も重視し提供してまいります。

（4）お客さまのお考え等を尊重し、「販売」としてのご提供ではなく、そのライ
フイベント等にふさわしい商品をお客さまご自身に選択いただく「ご購
入」の姿勢でご提供してまいります。またご提供商品はお客さまの視点に
基づいて適宜見直してまいります。

（5）合理的根拠の乏しい金融商品の乗換取引や回転売買のほか、ご融資取引等
が発生する、あるいは今後発生する可能性のあるお客さまに対して、優越
的地位を不当に利用するご提案はいたしません。

（6）地域のみなさまに対して、お客さまの投資判断にお役立てできる、商品特

性、リスクやリターンの大きさ、現在の市場動向等の情報提供に努めてま
いります。

（7）金融商品の販売にあたり、お客さまにご負担いただく手数料については、
契約締結前交付書面や目論見書、販売用資料等にて、その詳細をわかりや
すく説明し、お客さまが正しい投資判断が行えるよう手数料の開示に努め
てまいります。

（8）お客さまの最善の利益を実現するため、金融商品の組成に携わる投資運用
会社等の金融商品組成事業者と連携し、より良い商品やサービスを提供で
きる仕組みづくりに取り組みます。

（9）取扱商品をご契約いただいたお客さまの属性や投資目的、販売状況に関する
情報等（個人情報を除く）を金融商品組成事業者と共有いたします。共有した
情報は、金融商品組成事業者の想定と当金庫の販売実態に乖離がないか検証
し、取扱商品のラインナップや販売方法の見直しに活用してまいります。

※当金庫は金融商品の組成会社等の委託を受け商品の販売を行っておりま
す。（金融商品の組成には携わっておりません）

常にお客さまのお考えを尊重し、
お客さまの立場において最善の利益を追求してまいります。1

（1）当金庫は、お客さまの最善の利益がお客さまお一人おひとりの夢や幸せな生
活に繋がると考え、お客さまの立場にたってその実現のお手伝いをします。

（2）当金庫は「お客さま本位の業務運営」を徹底的に追求し、役職員は高度な専

門性と職業倫理を保持し、お客さまに対して誠実・公正に業務を行い、お客
さまにどのような価値を提供できるかを常に考えるとともに、お客さまに
とって最善の利益を図るようコンサルティング能力を高めてまいります。

お客さまお一人おひとりの思いを理解し、
それにふさわしい金融商品やアドバイスを提供いたします。2

●預かり資産ご案内ツール「しんきん預かり資産ナビ」を用いてキャッシュフロー表の作成を行う等、お客さまへのご
案内に活用いたします。お客さまの情報 (知識、経験、財産、契約の目的)、ご意向や夢をお伺いしキャッシュフロー表
を作成することで、世帯単位の課題を見える化し、お客さまの将来の夢や目標の実現をサポートいたします。

キ
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4
この宣言を遵守するため、常にお客さまからの声に耳を傾け、役職員が一丸
となってお客さま本位の企業風土が定着するよう取り組んでまいります。 5

●相談業務のコンサルタントとして認定された職員がＭＡ（マネーアドバイザー）として情報提供や提案活動を行って
おります。

●オンライン会議システムや動画を活用した研修により、職員の能力向上を図っています。
●よりいっそうお客さまのお役に立てるよう専門性を高めてまいります。

4
お客さまにご理解いただけるよう
重要な情報については、分かりやすくご説明してまいります。4

●手数料等のコスト、リスクや基準価額の推移、商品内容を預かり資産ご案内ツール「しんきん預かり資産ナビ」、重要
情報シートなどを用いて分かりやすくご説明のうえ、ご理解度を確認させていただきます。

●投資信託をご購入後、6ケ月に一度（ご高齢のお客さまは3ケ月に一度）運用状況をご報告いたします。

「ならしんお客さま笑顔宣言」に基づいた当金庫の預かり資産の
提案活動についてご報告いたします。
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　当金庫は、地域の中小企業に必要な資金を安定的に供給し、地域経済の発展に寄与することが、事業地域が限定
された協同組合組織金融機関である信用金庫にとって、最も重要な社会的使命であると認識し、地域金融の円滑
化に全力を傾注して取り組んでまいりました。
　また、中小企業者様へのご融資に際しご提供いただく個人保証につきましても、契約時に保証の意思を慎重に
確認させていただくとともに、保証契約期間中も保証内容のお問い合わせに関して適切な対応に努めるととも
に、経営者保証に関するガイドライン研究会（全国銀行協会及び日本商工会議所が事務局）が公表した「経営者保
証に関するガイドライン」を踏まえ、当金庫は本ガイドラインを尊重し、遵守するための態勢整備を実施致してお
ります。
　当金庫は、お客さまと保証契約を締結する場合、また、保証人であるお客さまが本ガイドラインに則った保証債
務の整理を申し立てられた場合には、真摯に対応するよう努めてまいります。

「経営者保証に関するガイドライン」への
対応方針について

「経営者保証に関するガイドライン」への
対応方針について

「金融仲介機能のベンチマーク」を
活用した取組状況について
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「金融仲介機能のベンチマーク」を
活用した取組状況について

　当金庫は、単に資金供給者の役割を果たすのみに止まらず、お客さまとの密接な関係を長く維持す
ることにより蓄積された貴重な情報を基に事業性評価（事業の持続可能性や事業の成長性等の適切
な評価）を行い、お客さまの更なる発展や改善に資するコンサルティング機能を発揮することにより、
地域における金融仲介機能を果たすことで、地域社会の発展に貢献できるものと考えております。
　地域社会の発展に貢献する取組みを強化するため、「金融仲介機能のベンチマーク」等を活用し、当
金庫の取組み状況を点検・評価することで、金融仲介機能をさらに高めてまいります。

◇当金庫の取組み方針

◇選択ベンチマーク
〇事業性評価に基づく融資等、担保・保証に過度に依存しない融資

新規に無保証で融資した件数

新規融資に占める経営者保証に依存しない融資の割合

保証契約を解除した件数
経営者保証に関するガイドラインに基づく保証債務整理の成立件数
（当金庫をメイン金融機関として実施したものに限る）

2024年度

448件

49.6%

36件

0件

2025年度

595件

54.9%

25件

2件

〇担保・保証依存の融資姿勢からの転換
・・・・・・・・担保や保証に必要以上に依存することなく、適切な事業性評価を行い、お客さまの成長・
　　　　発展・改善に資するソリューションを提供してまいります。

・・・・・・・・

事業性評価に基づく融資を行っている与信先数及び融資残高

上記計数の全与信先数及び当該与信先の融資残高に占める割合

2025年3月末 2026年3月末

601先

27.9%

640億円

75.3%

599先

26.7%

639億円

73.2%

◇共通ベンチマーク
〇取引先企業の抜本的事業再生等による生産性の向上
・・・・・・・・地域における創業や新規事業の展開を積極的にサポ－トしてまいります。

関与した創業・第二創業の件数

2024年度

42件

2025年度

43件

■ 当金庫が関与した創業・第二創業の件数

■ 当金庫が事業性評価に基づく融資を行っている与信先及び融資額及び全与信先数及び融資額に占める割合

※割合の算出に関して、先数及び融資残高共に事業性評価実施対象外先は除いております。

※期間中に創業支援に関連する融資を取組した先数を計上しております。

金融庁が2016年9月に、金融機関における金融仲介機能を客観的に評価出来る指標として公表しました。具体的な項目は、全ての金
融機関が金融仲介の取組みの進捗状況や課題等を客観的に評価するための活用可能な「共通ベンチマーク」と、各金融機関が自身の
事業戦略やビジネスモデル等を踏まえて選択可能な「選択ベンチマーク」と、金融機関において金融仲介の取組みを自己評価する上
でより相応しい独自の指標がある場合に活用する「独自ベンチマーク」で構成されています。

「金融仲介機能のベンチマーク」とは

当金庫は、「経営者保証に関するガイドライン」を尊重し、
遵守してまいります。

●お客さまが融資等資金調達のお申込みをした場合、当金庫では、お客さまのガイドラインの要件の充足や経営
状況等を総合的に判断する中で、経営者保証を求めない可能性や経営者保証の機能を代替する融資手法（一定
の金利の上乗せ等）を活用する可能性について、お客さまの意向を踏まえたうえで検討いたします。

●上記の検討を行った結果、経営者保証を求めることがやむを得ないと判断し、経営者保証を提供いただく場合、
当金庫はお客さまの理解と納得を得ることを目的に、保証契約の必要性等に関する丁寧かつ具体的な説明を行
います。

●経営者保証を提供いただく場合、お客さまの資産および収入の状況、融資額、信用状況、情報開示の姿勢等を総
合的に勘案して、適切な保証金額の設定に努めます。

●お客さまから既存の保証の変更・解除等の申入れがあった場合は、ガイドラインに即して改めて経営者保証の
必要性や適切な保証金額等について真摯かつ柔軟に検討を行うとともに、その検討結果について丁寧かつ具体
的な説明を行います。

●事業継承時には、原則として前経営者、後継者の双方から二重で経営者保証は求めないこととし、例外的に二重
に保証を求めることが必要な場合には、丁寧かつ具体的な説明を行います。また、後継者に当然に保証を引き継
いでいただくのではなく、その必要性を改めて検討いたします。

●お客さまからガイドラインに基づく保証債務整理の申し出を受けた場合には、ガイドラインに即して誠実に対
応いたします。

経営者保証に関するガイドラインを融資慣行として
浸透・定着させるための取組方針（2023年4月制定）

同ガイドラインの詳細につきましては、下記のホームページをご参照ください。

●日本商工会議所 （https://www.jcci.or.jp/）
●全国銀行協会 （https://www.zenginkyo.or.jp/）

経営者保証に関するガイドラインを融資慣行として浸透・定着させるための取組方針については、P.5に掲載しております。

当金庫では、「経営者保証に関するガイドライン」及び「事業承継時に焦点を当てた『経営者保証に関するガイ
ドライン』の特則」などの趣旨や内容を十分に踏まえ、お客さまからお借入れや保証債務整理の相談を受けた
際に真摯に対応するため、「経営者保証に関する取組方針」を策定しております。同取組方針に基づき、経営者
保証の必要性については、お客さまとの丁寧な対話により、法人と経営者の関係性や財務状況等の状況を把
握し、同ガイドライン等の記載内容を踏まえて十分に検討するなど、適切な対応に努めています。
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　当金庫は、地域の中小企業に必要な資金を安定的に供給し、地域経済の発展に寄与することが、事業地域が限定
された協同組合組織金融機関である信用金庫にとって、最も重要な社会的使命であると認識し、地域金融の円滑
化に全力を傾注して取り組んでまいりました。
　また、中小企業者様へのご融資に際しご提供いただく個人保証につきましても、契約時に保証の意思を慎重に
確認させていただくとともに、保証契約期間中も保証内容のお問い合わせに関して適切な対応に努めるととも
に、経営者保証に関するガイドライン研究会（全国銀行協会及び日本商工会議所が事務局）が公表した「経営者保
証に関するガイドライン」を踏まえ、当金庫は本ガイドラインを尊重し、遵守するための態勢整備を実施致してお
ります。
　当金庫は、お客さまと保証契約を締結する場合、また、保証人であるお客さまが本ガイドラインに則った保証債
務の整理を申し立てられた場合には、真摯に対応するよう努めてまいります。

「経営者保証に関するガイドライン」への
対応方針について
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　当金庫は、単に資金供給者の役割を果たすのみに止まらず、お客さまとの密接な関係を長く維持す
ることにより蓄積された貴重な情報を基に事業性評価（事業の持続可能性や事業の成長性等の適切
な評価）を行い、お客さまの更なる発展や改善に資するコンサルティング機能を発揮することにより、
地域における金融仲介機能を果たすことで、地域社会の発展に貢献できるものと考えております。
　地域社会の発展に貢献する取組みを強化するため、「金融仲介機能のベンチマーク」等を活用し、当
金庫の取組み状況を点検・評価することで、金融仲介機能をさらに高めてまいります。

◇当金庫の取組み方針

◇選択ベンチマーク
〇事業性評価に基づく融資等、担保・保証に過度に依存しない融資

新規に無保証で融資した件数

新規融資に占める経営者保証に依存しない融資の割合

保証契約を解除した件数
経営者保証に関するガイドラインに基づく保証債務整理の成立件数
（当金庫をメイン金融機関として実施したものに限る）

2024年度
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49.6%
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2025年度

595件
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〇担保・保証依存の融資姿勢からの転換
・・・・・・・・担保や保証に必要以上に依存することなく、適切な事業性評価を行い、お客さまの成長・
　　　　発展・改善に資するソリューションを提供してまいります。

・・・・・・・・

事業性評価に基づく融資を行っている与信先数及び融資残高

上記計数の全与信先数及び当該与信先の融資残高に占める割合

2025年3月末 2026年3月末

601先

27.9%

640億円
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639億円
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◇共通ベンチマーク
〇取引先企業の抜本的事業再生等による生産性の向上
・・・・・・・・地域における創業や新規事業の展開を積極的にサポ－トしてまいります。

関与した創業・第二創業の件数

2024年度

42件

2025年度

43件

■ 当金庫が関与した創業・第二創業の件数

■ 当金庫が事業性評価に基づく融資を行っている与信先及び融資額及び全与信先数及び融資額に占める割合

※割合の算出に関して、先数及び融資残高共に事業性評価実施対象外先は除いております。

※期間中に創業支援に関連する融資を取組した先数を計上しております。

金融庁が2016年9月に、金融機関における金融仲介機能を客観的に評価出来る指標として公表しました。具体的な項目は、全ての金
融機関が金融仲介の取組みの進捗状況や課題等を客観的に評価するための活用可能な「共通ベンチマーク」と、各金融機関が自身の
事業戦略やビジネスモデル等を踏まえて選択可能な「選択ベンチマーク」と、金融機関において金融仲介の取組みを自己評価する上
でより相応しい独自の指標がある場合に活用する「独自ベンチマーク」で構成されています。

「金融仲介機能のベンチマーク」とは

当金庫は、「経営者保証に関するガイドライン」を尊重し、
遵守してまいります。

●お客さまが融資等資金調達のお申込みをした場合、当金庫では、お客さまのガイドラインの要件の充足や経営
状況等を総合的に判断する中で、経営者保証を求めない可能性や経営者保証の機能を代替する融資手法（一定
の金利の上乗せ等）を活用する可能性について、お客さまの意向を踏まえたうえで検討いたします。

●上記の検討を行った結果、経営者保証を求めることがやむを得ないと判断し、経営者保証を提供いただく場合、
当金庫はお客さまの理解と納得を得ることを目的に、保証契約の必要性等に関する丁寧かつ具体的な説明を行
います。

●経営者保証を提供いただく場合、お客さまの資産および収入の状況、融資額、信用状況、情報開示の姿勢等を総
合的に勘案して、適切な保証金額の設定に努めます。

●お客さまから既存の保証の変更・解除等の申入れがあった場合は、ガイドラインに即して改めて経営者保証の
必要性や適切な保証金額等について真摯かつ柔軟に検討を行うとともに、その検討結果について丁寧かつ具体
的な説明を行います。

●事業継承時には、原則として前経営者、後継者の双方から二重で経営者保証は求めないこととし、例外的に二重
に保証を求めることが必要な場合には、丁寧かつ具体的な説明を行います。また、後継者に当然に保証を引き継
いでいただくのではなく、その必要性を改めて検討いたします。

●お客さまからガイドラインに基づく保証債務整理の申し出を受けた場合には、ガイドラインに即して誠実に対
応いたします。

経営者保証に関するガイドラインを融資慣行として
浸透・定着させるための取組方針（2023年4月制定）

同ガイドラインの詳細につきましては、下記のホームページをご参照ください。

●日本商工会議所 （https://www.jcci.or.jp/）
●全国銀行協会 （https://www.zenginkyo.or.jp/）

経営者保証に関するガイドラインを融資慣行として浸透・定着させるための取組方針については、P.5に掲載しております。

当金庫では、「経営者保証に関するガイドライン」及び「事業承継時に焦点を当てた『経営者保証に関するガイ
ドライン』の特則」などの趣旨や内容を十分に踏まえ、お客さまからお借入れや保証債務整理の相談を受けた
際に真摯に対応するため、「経営者保証に関する取組方針」を策定しております。同取組方針に基づき、経営者
保証の必要性については、お客さまとの丁寧な対話により、法人と経営者の関係性や財務状況等の状況を把
握し、同ガイドライン等の記載内容を踏まえて十分に検討するなど、適切な対応に努めています。
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2026年3月期決算の概況

▶ 預　金

　2025年度は、「お客さま本位の経営」「地域金融機関としての経営」「健全経営」「人材育成」「職場風土の醸成」の経営理念のも
と、地域経済発展と地域の皆さまの幸せの実現に向け、組織機能の向上に努めるとともに、お客さまとの「共通価値の創造」を
推進してまいりました。
　収益面では、堅調な業容の推移と地域のお客さまへの支援機能の強化に取り組んだ結果、当期純利益は394百万円となりま
した。また、継続的な資本の積み上げにより、自己資本額は前期比326百万円増加の16,601百万円となりました。自己資本比率
は前期比0.03ポイント上昇し8.46%となるなど、経営の健全性は向上しております。
　今後とも、お客さまにご満足いただける金融サービスを提供し、地域の皆さまや中小企業の皆さまに事業の継続を安心して
進めていただくために、当金庫の経営の安全性をより高め、地域の繁栄に貢献するよう努めてまいります。

今年度も順調な業容とたしかな
資本で経営は安定しています

ー ならしんの業績について ー

　2025年度の預金積金の期末残高は3,473億円となり、前期比5億円（0.1％）減少しました。また、期中平残は3,432億円、前期
比119億円（3.3％）の減少となりました。
　このうち、一般預金は期末残高が前期比44億円（1.4％）減少し3,071億円、期中平残が前期比42億円（1.3％）減少して3,079
億円となりました。
　お客さまの資産形成の一助となるべく、夏季および冬季の2回にわたり定期預金キャンペーンを実施いたしました。また、将
来資金の積立へのお手伝いとして、2025年9月より「法人向け特別優遇定期積金」、同年11月より「個人向け特別優遇定期積金」
の取扱いを開始し、法人・個人向け合計で契約高17億円を募集いたしました。
　一般預金の内訳では、個人預金の期末残高が2,578億円、前期比82億円（3.1％）減少しましたが、法人預金の期末残高は493
億円、前期比38億円（8.4％）増加しました。法人預金は3年連続で増加しており、一般法人向け貸出金の推進や取引深耕の成果
によるものと考えています。公金預金の期末残高は400億円となり、前期比39億円（10.8％）増加しました。
　お客さまの資金運用相談として、預金のご案内に加えて預かり資産の販売にも取り組んでおり、市場金利上昇の中で保険商
品の販売額は 11億円となり、前年度の2億円から大幅に増加しました。
　またMA（マネーアドバイザー）が中心となり、地域の高等専門学校において金融教育を実施するなど、若年層の金融リテラ
シー向上に努めました。

▶ 貸 出 金
　2025年度の貸出金は、期末残高が1,885億円となり、前期比74億円(4.1％)増加しました。期中平残は1,816億円となり前期
比11億円(0.6％) 増加しました。一般貸出金は、期末残高が前期比4億円（0.3％) 増加し1,425億円、期中平残は前期比2億円
(0.7％)減少して1,406億円となりました。地方公共団体向け貸出金は、期末残高が前期比70億円(18.2％) 増加し454億円、期
中平残も前期比14億円(3.4％) 増加し、403億円となりました。また、事業性貸出金の期末残高は前期比17億円増加し、851億
円となりました。
　貸出金残高は5期ぶりの増加となりました。これは、2023年度に招聘した本業支援専門家による事業者支援の成果が着実に
現れたことに加え、商工会等の地域団体との連携強化により、新たな融資制度「みらい創生ローン」を活用した新規融資の推進
が図られたこと、さらには不動産分譲案件への積極的な取組みが実を結んだことによるものです。新規事業先向け貸出金は
227件、32億円を取り組みし、取引事業先数は2,231先となりました。
　また、個人ローンでは、マイカーローンの残高の増強に向け、各エリアの自動車整備・販売会社を対象とした勉強会を実施
し、商品内容の周知に努めました。その結果、第4四半期には、140件の5億2百万円を取組したことで残高は36億円となり、前
期比3億円の増加となりました。

▶ 損　益
　政策金利の引き上げ及びそれに伴う適正金利の見直しにより、貸出金利回りは前期比0.21ポイント上昇したことに加
え、残高においても期中で前期比1,122百万円増加したことで、貸出金利息は前期比393百万円と大幅な増加となりまし
た。一方で、預金については金利のある世界により利回りが0.11ポイント上昇し、利息についても前期比370百万円増加と
なったものの、預金貸出金利鞘は0.07ポイント上昇し本業で稼ぐ収益体制は向上されてきております。
　また、有価証券運用においては、イラン情勢等により不安定さが続く市場の中で、将来のリスクを低減するために損切り
を実施しつつ、環境変化への柔軟
な対応と将来の安定的な収益基
盤構築を見据えた運用により、有
価証券利回と金銭の信託利回り
ともに前期比で大幅な上昇と
なっております。上記要因によ
り、本業での収益力を示すコア業
務純益は1,894百万円と前期比
913百万円の大幅な増加となり
ました。
　経営理念である「お客さま本位
の業務運営」および中期計画で当
庫が掲げている『エクセレント・
スモールバンク』を徹底して推進
した結果、当期純利益は期初計画
と前期比を上回り394百万円計
上することができました。
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2026年3月期決算の概況

▶ 預　金

　2025年度は、「お客さま本位の経営」「地域金融機関としての経営」「健全経営」「人材育成」「職場風土の醸成」の経営理念のも
と、地域経済発展と地域の皆さまの幸せの実現に向け、組織機能の向上に努めるとともに、お客さまとの「共通価値の創造」を
推進してまいりました。
　収益面では、堅調な業容の推移と地域のお客さまへの支援機能の強化に取り組んだ結果、当期純利益は394百万円となりま
した。また、継続的な資本の積み上げにより、自己資本額は前期比326百万円増加の16,601百万円となりました。自己資本比率
は前期比0.03ポイント上昇し8.46%となるなど、経営の健全性は向上しております。
　今後とも、お客さまにご満足いただける金融サービスを提供し、地域の皆さまや中小企業の皆さまに事業の継続を安心して
進めていただくために、当金庫の経営の安全性をより高め、地域の繁栄に貢献するよう努めてまいります。

今年度も順調な業容とたしかな
資本で経営は安定しています

ー ならしんの業績について ー

　2025年度の預金積金の期末残高は3,473億円となり、前期比5億円（0.1％）減少しました。また、期中平残は3,432億円、前期
比119億円（3.3％）の減少となりました。
　このうち、一般預金は期末残高が前期比44億円（1.4％）減少し3,071億円、期中平残が前期比42億円（1.3％）減少して3,079
億円となりました。
　お客さまの資産形成の一助となるべく、夏季および冬季の2回にわたり定期預金キャンペーンを実施いたしました。また、将
来資金の積立へのお手伝いとして、2025年9月より「法人向け特別優遇定期積金」、同年11月より「個人向け特別優遇定期積金」
の取扱いを開始し、法人・個人向け合計で契約高17億円を募集いたしました。
　一般預金の内訳では、個人預金の期末残高が2,578億円、前期比82億円（3.1％）減少しましたが、法人預金の期末残高は493
億円、前期比38億円（8.4％）増加しました。法人預金は3年連続で増加しており、一般法人向け貸出金の推進や取引深耕の成果
によるものと考えています。公金預金の期末残高は400億円となり、前期比39億円（10.8％）増加しました。
　お客さまの資金運用相談として、預金のご案内に加えて預かり資産の販売にも取り組んでおり、市場金利上昇の中で保険商
品の販売額は 11億円となり、前年度の2億円から大幅に増加しました。
　またMA（マネーアドバイザー）が中心となり、地域の高等専門学校において金融教育を実施するなど、若年層の金融リテラ
シー向上に努めました。

▶ 貸 出 金
　2025年度の貸出金は、期末残高が1,885億円となり、前期比74億円(4.1％)増加しました。期中平残は1,816億円となり前期
比11億円(0.6％) 増加しました。一般貸出金は、期末残高が前期比4億円（0.3％) 増加し1,425億円、期中平残は前期比2億円
(0.7％)減少して1,406億円となりました。地方公共団体向け貸出金は、期末残高が前期比70億円(18.2％) 増加し454億円、期
中平残も前期比14億円(3.4％) 増加し、403億円となりました。また、事業性貸出金の期末残高は前期比17億円増加し、851億
円となりました。
　貸出金残高は5期ぶりの増加となりました。これは、2023年度に招聘した本業支援専門家による事業者支援の成果が着実に
現れたことに加え、商工会等の地域団体との連携強化により、新たな融資制度「みらい創生ローン」を活用した新規融資の推進
が図られたこと、さらには不動産分譲案件への積極的な取組みが実を結んだことによるものです。新規事業先向け貸出金は
227件、32億円を取り組みし、取引事業先数は2,231先となりました。
　また、個人ローンでは、マイカーローンの残高の増強に向け、各エリアの自動車整備・販売会社を対象とした勉強会を実施
し、商品内容の周知に努めました。その結果、第4四半期には、140件の5億2百万円を取組したことで残高は36億円となり、前
期比3億円の増加となりました。

▶ 損　益
　政策金利の引き上げ及びそれに伴う適正金利の見直しにより、貸出金利回りは前期比0.21ポイント上昇したことに加
え、残高においても期中で前期比1,122百万円増加したことで、貸出金利息は前期比393百万円と大幅な増加となりまし
た。一方で、預金については金利のある世界により利回りが0.11ポイント上昇し、利息についても前期比370百万円増加と
なったものの、預金貸出金利鞘は0.07ポイント上昇し本業で稼ぐ収益体制は向上されてきております。
　また、有価証券運用においては、イラン情勢等により不安定さが続く市場の中で、将来のリスクを低減するために損切り
を実施しつつ、環境変化への柔軟
な対応と将来の安定的な収益基
盤構築を見据えた運用により、有
価証券利回と金銭の信託利回り
ともに前期比で大幅な上昇と
なっております。上記要因によ
り、本業での収益力を示すコア業
務純益は1,894百万円と前期比
913百万円の大幅な増加となり
ました。
　経営理念である「お客さま本位
の業務運営」および中期計画で当
庫が掲げている『エクセレント・
スモールバンク』を徹底して推進
した結果、当期純利益は期初計画
と前期比を上回り394百万円計
上することができました。
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主要な経営指標の推移

金融再生法開示債権の保全・引当状況

自己資本比率の状況

健全な経営体質が
私たちならしんの強みです

ならしんの経営方針について01
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（単位：百万円、％、人、千口）

　自己資本比率は前期比0.03ポイント上昇の8.46%となりました。安定的な収益の確保に向けた有価証券運用等でリスクア
セットが前期比3,303百万円増加しましたが、当期利益394百万円計上できたことで自己資本は前期比326百万円増加してお
ります。
　なお、当金庫の自己資本比率は、国内金融機関の安全性の基準とされる4％（国内基準）を大きく上回っており、健全な財務体
質を維持しております。

■ 自己資本比率の推移
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0
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8.32 8.43
8.46

利　　　　　益

残　　　　　高

単 体 自 己 資 本 比 率

出　　　　　資

職 員 数

経 常 収 益
経 常 利 益
当 期 純 利 益
業 務 純 益
実 質 業 務 純 益
コ ア 業 務 純 益
コ ア 業 務 純 益
（投資信託解約損益を除く。）
業 務 粗 利 益
 資 金 運 用 収 支
　資金運用収益
　資金調達費用
 役務取引等収支
　役務取引等収益
　役務取引等費用
 その他業務収支
　その他業務収益
　その他業務費用
業 務 粗 利 益 率
預 金 残 高
貸 出 金 残 高
有 価 証 券 残 高
純 資 産 残 高
総 資 産 残 高

会 員 数
出 資 金
口 数
配 当 金 総 額
（１口 5 0円当たり）

（注）1.資金調達費用は、金銭の信託運用見合費用を控除して表示しております。
2.総資産額には債務保証見返を含んでおりません。
3.業務純益＝業務収益-（業務費用-金銭の信託運用見合費用） 
業務費用には、例えば人件費のうちの役員賞与等のような臨時的な経費等を
含まないこととしています。また、貸倒引当金繰入額が全体として繰入超過の場合、
一般貸倒引当金繰入額（または取崩額）を含みます。
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374
1,039
1,098
940
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3,700
3,523
3,670
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12
223
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160
0.99

361,869
200,551
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（2円）
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433
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1,243

1,090

3,394
3,837
3,924
88
2
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222

△ 446
239
685
0.91

355,815
195,170
116,999
13,187
377,612
8.28

15,073
507

10,145
20

（2円）
204

4,527
570
401
854
861
1,222

943

3,426
3,779
3,860
82

△ 26
215
241

△ 326
151
478
0.92

360,946
185,251
109,728
15,052
384,566
8.32

15,015
503

10,076
20

（2円）
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462
332
573
558
980
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3,303
3,693
3,967
279
△ 12
249
261

△ 377
62
440
0.99

347,834
181,090
115,611
14,006
370,290
8.43
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499
9,997
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（2円）
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6,627
577
394
△ 28
△ 52
1,894

1,742

2,710
4,628
5,260
650
△ 28
252
281

△ 1,888
219
2,108
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188,568
112,840
16,032
371,238
8.46 
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492
9,853
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4.実質業務純益＝業務純益+一般貸倒引当金繰入額
実質業務純益は、業務純益から、一般貸倒引当金繰入額の影響を除いたものです。
5.コア業務純益＝実質業務純益-国債等債券損益
国債等債券損益は、国債等債券売却益、国債等債券償還益、国債等債券売却損、
国債等債券償還損、国債等債券償却を通算した損益です。

■ 自己資本額の推移
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保全率
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引当率
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よる回収見込額
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貸倒引当金
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１．「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥って
いる債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

２．「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び
利息の受取りができない可能性の高い債権で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」に該当しない債権です。

３．「要管理債権」とは、信用金庫法上の「三月以上延滞債権」に該当する貸出金と「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金の合計額です。
４．「三月以上延滞債権」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で、「破産更生債権及びこれらに
準ずる債権」及び「危険債権」に該当しない貸出金です。

５．「貸出条件緩和債権」とは、債務者の経営再建等を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その
他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」及び「三月以上延滞債権」に
該当しない貸出金です。

６．「正常債権」（Ｂ）とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険
債権」及び「要管理債権」以外の債権です。

７．「担保・保証等による回収見込額」（ｃ）は、自己査定に基づいて計算した担保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められ
る額の合計額です。

８．「貸倒引当金」（ｄ）には、正常債権に対する一般貸倒引当金を除いて計上しております。
９．「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」及び「正常債権」が対象となる債権は、貸借対照表の「有価証券」中の社債（その元
本の償還及び利息の支払の全部又は一部について保証しているものであって、当該社債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第2
条第3項）によるものに限る。）、貸出金、外国為替、「その他資産」中の未収利息及び仮払金並びに債務保証見返の各勘定に計上されるも
の並びに注記されている有価証券の貸付けを行っている場合のその有価証券（使用貸借又は賃貸借契約によるものに限る。）です。

（注）

三月以上
延滞債権

貸出条件
緩和債権

危 険 債 権

要 管 理 債 権

小 　 　 計（ Ａ ）

正 常 債 権（ Ｂ ）

総 与 信 残 高
（ Ａ ）＋（ Ｂ ）

破産更生債権及び
これらに準ずる債権
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主要な経営指標の推移

金融再生法開示債権の保全・引当状況

自己資本比率の状況

健全な経営体質が
私たちならしんの強みです

ならしんの経営方針について01
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（単位：百万円、％、人、千口）

　自己資本比率は前期比0.03ポイント上昇の8.46%となりました。安定的な収益の確保に向けた有価証券運用等でリスクア
セットが前期比3,303百万円増加しましたが、当期利益394百万円計上できたことで自己資本は前期比326百万円増加してお
ります。
　なお、当金庫の自己資本比率は、国内金融機関の安全性の基準とされる4％（国内基準）を大きく上回っており、健全な財務体
質を維持しております。

■ 自己資本比率の推移

12

10

8

6

4

2

0
2024年3月末

（単位：％）

2025年3月末 2026年3月末

8.32 8.43
8.46

利　　　　　益

残　　　　　高

単 体 自 己 資 本 比 率

出　　　　　資

職 員 数

経 常 収 益
経 常 利 益
当 期 純 利 益
業 務 純 益
実 質 業 務 純 益
コ ア 業 務 純 益
コ ア 業 務 純 益
（投資信託解約損益を除く。）
業 務 粗 利 益
 資 金 運 用 収 支
　資金運用収益
　資金調達費用
 役務取引等収支
　役務取引等収益
　役務取引等費用
 その他業務収支
　その他業務収益
　その他業務費用
業 務 粗 利 益 率
預 金 残 高
貸 出 金 残 高
有 価 証 券 残 高
純 資 産 残 高
総 資 産 残 高

会 員 数
出 資 金
口 数
配 当 金 総 額
（１口 5 0円当たり）

（注）1.資金調達費用は、金銭の信託運用見合費用を控除して表示しております。
2.総資産額には債務保証見返を含んでおりません。
3.業務純益＝業務収益-（業務費用-金銭の信託運用見合費用） 
業務費用には、例えば人件費のうちの役員賞与等のような臨時的な経費等を
含まないこととしています。また、貸倒引当金繰入額が全体として繰入超過の場合、
一般貸倒引当金繰入額（または取崩額）を含みます。

4,458
709
374
1,039
1,098
940

882

3,700
3,523
3,670
147
12
223
210
163
324
160
0.99

361,869
200,551
123,148
15,748
390,674
8.20

15,178
510

10,210
20

（2円）
212

4,655
691
433
1,052
752
1,243

1,090

3,394
3,837
3,924
88
2

225
222

△ 446
239
685
0.91

355,815
195,170
116,999
13,187
377,612
8.28

15,073
507

10,145
20

（2円）
204

4,527
570
401
854
861
1,222

943

3,426
3,779
3,860
82

△ 26
215
241

△ 326
151
478
0.92

360,946
185,251
109,728
15,052
384,566
8.32

15,015
503

10,076
20

（2円）
200

2021年度 2022年度 2023年度
4,706
462
332
573
558
980

958

3,303
3,693
3,967
279
△ 12
249
261

△ 377
62
440
0.99

347,834
181,090
115,611
14,006
370,290
8.43

14,903
499
9,997
19

（2円）
194

6,627
577
394
△ 28
△ 52
1,894

1,742

2,710
4,628
5,260
650
△ 28
252
281

△ 1,888
219
2,108
0.81

347,333
188,568
112,840
16,032
371,238
8.46 
14,874
492
9,853
19

（2円）
192

2024年度 2025年度区　　　　　分

4.実質業務純益＝業務純益+一般貸倒引当金繰入額
実質業務純益は、業務純益から、一般貸倒引当金繰入額の影響を除いたものです。
5.コア業務純益＝実質業務純益-国債等債券損益
国債等債券損益は、国債等債券売却益、国債等債券償還益、国債等債券売却損、
国債等債券償還損、国債等債券償却を通算した損益です。

■ 自己資本額の推移

16,800
16,600
16,400
16,200
16,000
15,800
15,600
15,400
15,200
15,000

2024年3月末

（単位：百万円）

2025年3月末 2026年3月末

16,039

16,275

16,601

465

366

2,408

2,240

100

237

－

16

100

221

2,974

2,845

83

132

796

860

39

72

－

6

39

65

918

1,065

100.0%

100.0%

81.82%

75.36%

74.11%

88.66%

－

72.28%

74.11%

90.34%

83.65%

78.77%

100.0%

100.0%

52.79%

45.91%

44.54%

64.54%

－

42.68%

44.54%

68.11%

54.70%

50.29%

保全率
（b）／（a）

引当率
(d)／（a－c）担保・保証等に

よる回収見込額
（c）

貸倒引当金
（d）

548

499

3,204

3,101

139

310

－

23

139

286

3,892

3,910

保全額
（b）

548

499

3,915

4,115

188

349

－

32

188

317

4,653

4,964

176,730

183,879

181,383

188,843

開示残高
（a）区　　　　分

（単位：百万円）

2024年度

2025年度

2024年度

2025年度

2024年度

2025年度

2024年度

2025年度

2024年度

2025年度

2024年度

2025年度

2024年度

2025年度

2024年度

2025年度

１．「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥って
いる債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

２．「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び
利息の受取りができない可能性の高い債権で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」に該当しない債権です。

３．「要管理債権」とは、信用金庫法上の「三月以上延滞債権」に該当する貸出金と「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金の合計額です。
４．「三月以上延滞債権」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で、「破産更生債権及びこれらに
準ずる債権」及び「危険債権」に該当しない貸出金です。

５．「貸出条件緩和債権」とは、債務者の経営再建等を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その
他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」及び「三月以上延滞債権」に
該当しない貸出金です。

６．「正常債権」（Ｂ）とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険
債権」及び「要管理債権」以外の債権です。

７．「担保・保証等による回収見込額」（ｃ）は、自己査定に基づいて計算した担保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められ
る額の合計額です。

８．「貸倒引当金」（ｄ）には、正常債権に対する一般貸倒引当金を除いて計上しております。
９．「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」及び「正常債権」が対象となる債権は、貸借対照表の「有価証券」中の社債（その元
本の償還及び利息の支払の全部又は一部について保証しているものであって、当該社債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第2
条第3項）によるものに限る。）、貸出金、外国為替、「その他資産」中の未収利息及び仮払金並びに債務保証見返の各勘定に計上されるも
の並びに注記されている有価証券の貸付けを行っている場合のその有価証券（使用貸借又は賃貸借契約によるものに限る。）です。

（注）

三月以上
延滞債権

貸出条件
緩和債権

危 険 債 権

要 管 理 債 権

小 　 　 計（ Ａ ）

正 常 債 権（ Ｂ ）

総 与 信 残 高
（ Ａ ）＋（ Ｂ ）

破産更生債権及び
これらに準ずる債権
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ならしんは法令遵守の意識を
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コンプライアンス体制
　当金庫はコンプライアンス体制の確立を最重要課題のひとつと位置付けて、
1999年にコンプライアンス室を設置し、コンプライアンスプログラムやコンプ
ライアンスマニュアルおよび規定等を制定し、研修・啓蒙活動を通じて全役職員
にコンプライアンスの周知徹底を図ってまいりました。
　さらに、遵守姿勢の維持・強化・管理を徹底し、体制不備を未然に回避し、「真の
コンプライアンス」を企業風土として定着させることを目的として、2006年にコ

ンプライアンス統括部（現：経営管理本部）に再編成するとともに「コンプライア
ンス委員会」を設置しました。
　コンプライアンス委員会は、法務リスク全般の有効かつ適切なコントロールを
実施し、金庫経営におけるコンプライアンス体制の徹底を図る組織と位置付けて
おります。

　当金庫は、マネー・ローンダリング及びテロ資金供与（以下、「マネロン・テロ資金供与」と
いいます。）の防止に向け、適用される関係法令等を遵守し、業務の適切性を確保すべく、基
本方針を次の通り定め、管理態勢を整備します。
１．運営方針 
　　常務会は、マネロン・テロ資金供与の防止を経営上の最も重要な課題の一つとして位置
づけ、マネロン・テロ資金供与の脅威に対し、組織として適切に対応できる管理態勢を構
築します。

　　具体的には、組織全体で連携・協働してマネロン・テロ資金供与のリスクを特定・評価す
るための枠組みの構築、各部門の利害調整、マネロン・テロ資金供与リスクの特定・評価
を実施するための指導・支援、マネロン・テロ資金供与リスクの評価結果を踏まえたポリ
シー・規程・手順等の策定、マネロン・テロ資金供与リスクを適切にコントロールするため
に必要となる経営資源の配分等について、主導性を発揮します。

　　また自金庫のマネロン・テロ資金供与リスクが変化した際や、運営上の課題が確認され
た場合には、改めてポリシー・規程・手順等の見直しを検討し、マネロン・テロ資金供与対
策の実効性を高める対応態勢を構築します。

２．管理態勢 
　　当金庫におけるマネロン・テロ資金供与対策の主管部は経営管理本部とし、経営管
理本部が関係する各部や営業店等と連携を図りマネロン・テロ資金供与対策に取組
みます。

３．リスクベース・アプローチ
　　リスクベース・アプローチの考え方に基づき、当金庫が直面しているマネロン・テロ資金
供与に関するリスクを特定・評価し、リスクに見合った低減措置を講じます。

信用金庫の社会的使命と公共性の自覚と責任
　信用金庫のもつ社会的使命と公共性を常に自覚し、責任ある健全な業務運営の遂行に努める。
質の高い金融等サービスの提供と地域社会発展への貢献
　経済活動を支えるインフラとしての機能はもとより、創意と工夫を活かし、お客さま本位の業務運営を通じ
て、お客さまのニーズに応えるとともに、市民生活や企業活動に脅威を与えるテロ、サイバー攻撃、自然災害
等に備え、セキュリティレベルの向上や災害時の業務継続確保など、お客さまの利益の適切な保護にも十分
配慮した質の高い金融および非金融サービスの提供等を通じて、地域経済・地域社会の発展に貢献する。
法令やルールの厳格な遵守
　あらゆる法令やルールを厳格に遵守し、社会的規範に決してもとることのない「誠実かつ公正」な業務運営
を遂行する。
地域社会とのコミュニケーション
　金庫経営等の情報の積極的、効果的かつ公正に開示し、広く地域社会とのコミュニケーションの充実を図
る。また、信用金庫を取巻く幅広いステークホルダーとの建設的な対話を通して、社会からの理解と信頼を
確保し、自らの価値向上を図る。
人権の尊重
　すべての人々の人権を尊重する。
従業員の働き方、職場環境の充実
　従業員の多様性、人格、個性を尊重する働き方を実現する。また、健康と安全に配慮した働きやすい職場環境
を確保する。
環境問題への取組み
　資源の効率的な利用や廃棄物の削減を実践するとともに、環境保全に寄与する金融サービスを提供するな
ど、環境問題に積極的に取組む。
社会参画と発展への貢献
　信用金庫は地域社会の中においてこそ存続・発展しうる存在であることを自覚し、社会と共に歩む「良き企
業市民」として、積極的に社会に参画し、その発展に貢献する。
反社会的勢力との関係遮断、テロ等の脅威への対応
　社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力は、これを断固として排除する。これら勢力とは、信用金庫
単体での取引のみならず、他社（信販会社等）との提携による金融サービスの提供などを含む全ての取引に
おいて、関係遮断を徹底する。また、国際社会がテロ等の脅威に直面している中で、マネー・ローンダリング
対策およびテロ資金供与対策の高度化に努める。

コンプライアンス体制組織図 奈良信用金庫 行動綱領
理事会・常務会

懲罰委員会コンプライアンス
委員会

（事務局：経営管理本部）

お客さまサービス窓口
（苦情）

経営管理本部
業務管理本部

連携

報告

報告

報告
報告 報告

本部・営業店 コンプライアンス担当者

公益通報制度

信用金庫法の
遵守

信用金庫の信用維
持と、預金者の保
護を図ることを目
的とした法律

2025年度は、外部対応窓口（顧問弁護士）を通じて1件受理しています。
通報者へは、顧問弁護士を通じて報告書を提出しています。

お客さまの保護を
図ることを目的と
した法律

金融商品取引法・
金融サービスの提供
及び利用環境の整備等
に関する法律の遵守

民法・商法・銀行
法・当金庫定款・就
業規則等

その他
関係法令等の
遵守

金融商品にかかる勧誘方針
  当金庫は、「金融サービスの提供及び利用環境の整備等に関する法律」にもとづき、金融商品の販売等に際しては、次の事項を遵守し、勧誘の適正の確保を図ることとします。

1.当金庫は、お客さまの知識、経験、財産の状況および当該金融商品の販売に係る契約を締
結する目的に照らして、適正な情報の提供と商品説明をいたします。
2.金融商品の選択・購入は、お客さまご自身の判断によってお決めいただきます。その際、当
金庫は、お客さまに適正な判断をしていただくために、当該金融商品の重要事項について
説明をいたします。

3.当金庫は、誠実・公正な勧誘を心掛け、お客さまに対し事実と異なる説明をしたり、誤解を
招くことのないよう、研修等を通じて役職員の知識の向上に努めます。
4.当金庫は、お客さまにとって不都合な時間帯や迷惑な場所での勧誘は行いません。
5.金融商品の販売等に係る勧誘についてご意見やお気づきの点等がございましたら、お近
くの窓口までお問い合わせください。

カスタマーハラスメント基本方針
1．はじめに
　当金庫は、「お客さまに信頼され親しまれる金融機関としてお客さまと共に繁栄
し、発展します」という経営理念のもと、全役職員がお客さまからの信用や信頼に
応え、ご満足いただける金融等サービスを提供することに取り組んでおります。
　この経営理念の実現のためには、お客さまとの良好な協力関係の構築が不可欠
です。また、職場内における「人権の尊重」、「職員の働き方、職場環境の充実」に取
り組み、職員の健康と安全に考慮した働きやすい環境をつくることが必要である
と考えます。
　その実現のため、「カスタマーハラスメント基本方針」を定めました。
2．カスタマーハラスメントに該当する行為
（1）お客さまによる暴言・暴力／①暴力行為　②威嚇、脅迫的な発言・文章　③職
員に対する侮辱的発言・文章　④職員の人格の否定や名誉を毀損する発言・文章
（2）過剰または不合理な要求／①正当な理由のない過度な要求　②契約や規約の
範囲を超えた対応（返金、サービス提供等）の要求　③同じまたは不合理な要望や
お問合せの過剰な繰り返し　④合理的理由のない謝罪要求　⑤拘束的な行動（不
退去、居座り、監禁）

（3）お客さまによるその他ハラスメント行為／①職員のプライバシー侵害行為
②職員へのセクシャルハラスメント・差別的な言動　③その他各種ハラスメント
行為
（4）お客さまによるその他迷惑行為／①SNS やインターネット上での誹謗中傷等
3．カスタマーハラスメントへの対応
（1）事前対応／①カスタマーハラスメントの基本方針を明確にし、金庫内外に向
け組織として対応することを示します。　②カスタマーハラスメントに関する職
員向け相談窓口を設置（お客さまサービス窓口内）し、相談対応を整備します。
（2）発生時対応／①対象となる事案が発生した場合は、事実関係等の確認を行い
ます。　②悪質なカスタマーハラスメントの場合は、外部機関・外部専門家（警察・
弁護士）に協力を仰ぐとともに、お取引をお断りまたは中止させていただく場合
がございます。　③カスタマーハラスメント被害にあった職員の心身両面のケア
を最優先します。
4．お客さまへのお願い
お客さまにおかれましては、本方針に対するご理解とご協力のほど何卒よろしく
お願いいたします。

サイバーセキュリティ基本方針
　当金庫では、サイバーセキュリティリスクへの対応を経営上の重要課題の一つとして捉え、適
切な安全管理を実現するため、サイバーセキュリティ基本法、サイバーセキュリティ経営ガイド
ライン、その他サイバーセキュリティに関する関係諸法令等を遵守するとともに、その継続的な
態勢整備に努めます。
1．目的と方向性
（1）顧客情報を含む重要な情報資産を保護します。
（2）サイバー攻撃による被害を防止し、影響を最小限に留めます。
（3）経営陣が自らサイバー攻撃に対して、リーダーシップを発揮しサイバーセキュリティ対策を

推進します。
2．法令遵守と関係先への対応
（1）関連法規制を遵守します。
（2）お客さま、地域社会等のステークホルダーの期待に応えます。
（3）サイバー攻撃事象の検知により、お客さまや業務に影響が出る場合は、遅滞なく関連団体
（当局等）へ報告します。

3．管理態勢の整備
（1）経営陣は最高情報セキュリティ責任者(CISO)を任命し、CISOは情報セキュリティにかか

るリスク管理を統括します。また、インシデント発生時は指揮をとり事態収拾を図ります。
（2）情報収集、分析、インシデント対応等の態勢を構築します。
4．人材育成と金庫内風土の醸成
（1）役職員に対するサイバーセキュリティにかかる教育・訓練を継続的に行います。
（2）セキュリティ意識の高い金庫内風土を醸成します。
5．監査
（1）サイバーセキュリティ管理態勢について、定期的な監査と管理態勢の有効性を検証します。
（2）監査結果を踏まえ、継続的に改善を図ります。
6．連携・情報共有
（1）金融ISAC等の外部機関との連携および奈良県下金融機関との共助の取組を通じて情報共

有を行います。
　本基本方針に基づき、役職員が一丸となってサイバーセキュリティ対策に取組んで参ります。

個人情報保護方針(プライバシーポリシー)
1.当金庫は、お客さまからの信頼を第一と考え、お客さまの個人情報等の適切な保護と利用
を図るために、「個人情報の保護に関する法律」「行政手続きにおける特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律（以下番号法といいます。）」および金融分野における
個人情報保護に関するガイドライン、その他個人情報等保護に関する関係諸法令等を遵
守します。
2.当金庫は、当金庫の業務において取扱う個人情報等の利用目的を特定し、当金庫のホーム
ページ等に公表します。法令等を遵守した適切な個人情報等の取得、利用および提供を行
うとともに、特定された利用目的の達成に必要な範囲を超えて個人情報等を取扱うこと 

　はいたしません。個人情報について、利用目的の範囲を超える場合は、法令等に定める場
合を除き、ご本人の同意を得ることといたします。
3.当金庫は、個人情報等の取扱いに関する苦情および相談を受けた場合は、その内容につい
て迅速に事実関係を調査し、合理的な期間内に誠意を持って対応いたします。
4.当金庫は、取得した個人情報等を適切に管理するため、組織的・人的・物理的・技術的な安
全管理措置を講じ、個人情報等の漏洩、滅失または毀損の防止および是正に取組みます。
5.当金庫は、社会情勢・環境の変化等を踏まえて、継続的に見直し、個人情報等を保護するた
めの取組みを改善いたします。

マネー・ローンダリング及びテロ資金供与対策ポリシー

個人情報管理の取組み
　当金庫は、お客さまからの信頼を第一と考え、お客さまを識別し得る情報を適切に保護す
ることが、重要であると認識しております。個人情報保護方針に基づき安全管理措置とし
て、外部侵入者防止のための入退室管理システムや個人情報漏洩防止のためのIC認証シス

テムを導入し、個人情報を適正かつ厳格に取扱いしております。これからも、お客さまの個
人情報を大切に取扱うよう、役職員の研修やシステムの充実を進め、適切な取扱いへの努力
を続けてまいります。

奈良信用金庫のプライバシーポリシーおよびお預かりした個人情報の利用目的につきましては、当金庫営業店に掲示または備え付けしております。 
当金庫のホームページでも公表しております。

　当金庫は、信用金庫法および金融商品取引法等を踏まえ、お客さまとの取引にあたり、お
客さまの利益が不当に害されるおそれのある取引を適切に管理し、お客さまの利益を保護

するため利益相反管理方針を制定するとともに、関連内部規定等を整備し、お客さまからの
信頼を向上させるため適切に取組んでおります。

利益相反管理方針について

４．顧客の管理方針 
　　適切な取引時確認を実施し、顧客の属性や取引のリスクに即した対応策を実施する態
勢を整備します。また、顧客から定期的な情報収集、取引時の記録等から取引実態等を定
期的に調査・分析を行い、継続的な顧客管理による対応策の見直しを図ります。

５．疑わしい取引の届出 
　　営業店からの報告、またはシステムによるモニタリング・フィルタリングで検知した取引
を基に、顧客の属性、取引時の状況等を総合的に検証・分析することで、疑わしい顧客や
取引等を適切に把握し、当局に速やかに疑わしい取引の届出を行います。

６．資産凍結の措置 
　　テロリスト等に対する資産凍結等の措置を適切に実施します。
７．役職員の研修 
　　継続的な研修を通じて、役職員のマネロン・テロ資金供与に対する知識・理解を深め、
役割に応じた専門性・適合性等を有する役職員の確保・育成に努めます。

８．実効性の検証
　　マネロン・テロ資金供与対策の管理態勢について、主管部である経営管理本部による営
業店等における対策の実効性を定期的に検証し、対策の実効性確保に向けた改善を進め
るとともに、独立した内部監査部門による定期的な監査を実施し、その監査結果を踏まえ
て、さらなる改善に努めます。

９．お客さま宛周知・広報活動 
　　お客さまからの定期的な情報収集に向けて、当金庫のホームページ、営業店にて、お客
さまからの理解を得るための周知、広報活動に取組みます。

以　上  

　当金庫は、今日まで法令諸規則等のみならず社会的ルールにも準拠した経営と
業務活動に努め、創意と工夫を活かしたきめ細かな金融サービスを提供してまい
りました。コンプライアンス体制についても、企業倫理確立のため役職員が遵守
すべき「奈良信用金庫行動綱領」、「勧誘方針」、「プライバシーポリシー」、「法令遵
守に係る基本方針」、「顧客保護等管理方針」、「反社会的勢力に対する基本方針」、
「セキュリティーポリシー」、「マネー・ローンダリング及びテロ資金供与対策ポリ
シー」の制定並びに関連内部規定等の整備に取組んでおります。さらにはコンプ

ライアンス委員会や担当部署の活動、役職員研修の充実等によりコンプライアン
ス体制の確立のため日々努めております。
　これからもコンプライアンス体制の整備・維持・強化のため、コンプライアンス
の実践に向けてのプログラムやマニュアルの見直し、あるいは内部監査、監事、監
査法人などによる厳正なチェックにより、さらなるコンプライアンス体制の強化
に努め、役職員一人ひとりに遵法精神の徹底を図ってまいります。

コンプライアンス
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コンプライアンス体制
　当金庫はコンプライアンス体制の確立を最重要課題のひとつと位置付けて、
1999年にコンプライアンス室を設置し、コンプライアンスプログラムやコンプ
ライアンスマニュアルおよび規定等を制定し、研修・啓蒙活動を通じて全役職員
にコンプライアンスの周知徹底を図ってまいりました。
　さらに、遵守姿勢の維持・強化・管理を徹底し、体制不備を未然に回避し、「真の
コンプライアンス」を企業風土として定着させることを目的として、2006年にコ

ンプライアンス統括部（現：経営管理本部）に再編成するとともに「コンプライア
ンス委員会」を設置しました。
　コンプライアンス委員会は、法務リスク全般の有効かつ適切なコントロールを
実施し、金庫経営におけるコンプライアンス体制の徹底を図る組織と位置付けて
おります。

　当金庫は、マネー・ローンダリング及びテロ資金供与（以下、「マネロン・テロ資金供与」と
いいます。）の防止に向け、適用される関係法令等を遵守し、業務の適切性を確保すべく、基
本方針を次の通り定め、管理態勢を整備します。
１．運営方針 
　　常務会は、マネロン・テロ資金供与の防止を経営上の最も重要な課題の一つとして位置
づけ、マネロン・テロ資金供与の脅威に対し、組織として適切に対応できる管理態勢を構
築します。

　　具体的には、組織全体で連携・協働してマネロン・テロ資金供与のリスクを特定・評価す
るための枠組みの構築、各部門の利害調整、マネロン・テロ資金供与リスクの特定・評価
を実施するための指導・支援、マネロン・テロ資金供与リスクの評価結果を踏まえたポリ
シー・規程・手順等の策定、マネロン・テロ資金供与リスクを適切にコントロールするため
に必要となる経営資源の配分等について、主導性を発揮します。

　　また自金庫のマネロン・テロ資金供与リスクが変化した際や、運営上の課題が確認され
た場合には、改めてポリシー・規程・手順等の見直しを検討し、マネロン・テロ資金供与対
策の実効性を高める対応態勢を構築します。

２．管理態勢 
　　当金庫におけるマネロン・テロ資金供与対策の主管部は経営管理本部とし、経営管
理本部が関係する各部や営業店等と連携を図りマネロン・テロ資金供与対策に取組
みます。

３．リスクベース・アプローチ
　　リスクベース・アプローチの考え方に基づき、当金庫が直面しているマネロン・テロ資金
供与に関するリスクを特定・評価し、リスクに見合った低減措置を講じます。

信用金庫の社会的使命と公共性の自覚と責任
　信用金庫のもつ社会的使命と公共性を常に自覚し、責任ある健全な業務運営の遂行に努める。
質の高い金融等サービスの提供と地域社会発展への貢献
　経済活動を支えるインフラとしての機能はもとより、創意と工夫を活かし、お客さま本位の業務運営を通じ
て、お客さまのニーズに応えるとともに、市民生活や企業活動に脅威を与えるテロ、サイバー攻撃、自然災害
等に備え、セキュリティレベルの向上や災害時の業務継続確保など、お客さまの利益の適切な保護にも十分
配慮した質の高い金融および非金融サービスの提供等を通じて、地域経済・地域社会の発展に貢献する。
法令やルールの厳格な遵守
　あらゆる法令やルールを厳格に遵守し、社会的規範に決してもとることのない「誠実かつ公正」な業務運営
を遂行する。
地域社会とのコミュニケーション
　金庫経営等の情報の積極的、効果的かつ公正に開示し、広く地域社会とのコミュニケーションの充実を図
る。また、信用金庫を取巻く幅広いステークホルダーとの建設的な対話を通して、社会からの理解と信頼を
確保し、自らの価値向上を図る。
人権の尊重
　すべての人々の人権を尊重する。
従業員の働き方、職場環境の充実
　従業員の多様性、人格、個性を尊重する働き方を実現する。また、健康と安全に配慮した働きやすい職場環境
を確保する。
環境問題への取組み
　資源の効率的な利用や廃棄物の削減を実践するとともに、環境保全に寄与する金融サービスを提供するな
ど、環境問題に積極的に取組む。
社会参画と発展への貢献
　信用金庫は地域社会の中においてこそ存続・発展しうる存在であることを自覚し、社会と共に歩む「良き企
業市民」として、積極的に社会に参画し、その発展に貢献する。
反社会的勢力との関係遮断、テロ等の脅威への対応
　社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力は、これを断固として排除する。これら勢力とは、信用金庫
単体での取引のみならず、他社（信販会社等）との提携による金融サービスの提供などを含む全ての取引に
おいて、関係遮断を徹底する。また、国際社会がテロ等の脅威に直面している中で、マネー・ローンダリング
対策およびテロ資金供与対策の高度化に努める。

コンプライアンス体制組織図 奈良信用金庫 行動綱領
理事会・常務会

懲罰委員会コンプライアンス
委員会

（事務局：経営管理本部）

お客さまサービス窓口
（苦情）

経営管理本部
業務管理本部

連携

報告

報告

報告
報告 報告

本部・営業店 コンプライアンス担当者

公益通報制度

信用金庫法の
遵守

信用金庫の信用維
持と、預金者の保
護を図ることを目
的とした法律

2025年度は、外部対応窓口（顧問弁護士）を通じて1件受理しています。
通報者へは、顧問弁護士を通じて報告書を提出しています。

お客さまの保護を
図ることを目的と
した法律

金融商品取引法・
金融サービスの提供
及び利用環境の整備等
に関する法律の遵守

民法・商法・銀行
法・当金庫定款・就
業規則等

その他
関係法令等の

遵守

金融商品にかかる勧誘方針
  当金庫は、「金融サービスの提供及び利用環境の整備等に関する法律」にもとづき、金融商品の販売等に際しては、次の事項を遵守し、勧誘の適正の確保を図ることとします。

1.当金庫は、お客さまの知識、経験、財産の状況および当該金融商品の販売に係る契約を締
結する目的に照らして、適正な情報の提供と商品説明をいたします。
2.金融商品の選択・購入は、お客さまご自身の判断によってお決めいただきます。その際、当
金庫は、お客さまに適正な判断をしていただくために、当該金融商品の重要事項について
説明をいたします。

3.当金庫は、誠実・公正な勧誘を心掛け、お客さまに対し事実と異なる説明をしたり、誤解を
招くことのないよう、研修等を通じて役職員の知識の向上に努めます。
4.当金庫は、お客さまにとって不都合な時間帯や迷惑な場所での勧誘は行いません。
5.金融商品の販売等に係る勧誘についてご意見やお気づきの点等がございましたら、お近
くの窓口までお問い合わせください。

カスタマーハラスメント基本方針
1．はじめに
　当金庫は、「お客さまに信頼され親しまれる金融機関としてお客さまと共に繁栄
し、発展します」という経営理念のもと、全役職員がお客さまからの信用や信頼に
応え、ご満足いただける金融等サービスを提供することに取り組んでおります。
　この経営理念の実現のためには、お客さまとの良好な協力関係の構築が不可欠
です。また、職場内における「人権の尊重」、「職員の働き方、職場環境の充実」に取
り組み、職員の健康と安全に考慮した働きやすい環境をつくることが必要である
と考えます。
　その実現のため、「カスタマーハラスメント基本方針」を定めました。
2．カスタマーハラスメントに該当する行為
（1）お客さまによる暴言・暴力／①暴力行為　②威嚇、脅迫的な発言・文章　③職
員に対する侮辱的発言・文章　④職員の人格の否定や名誉を毀損する発言・文章
（2）過剰または不合理な要求／①正当な理由のない過度な要求　②契約や規約の
範囲を超えた対応（返金、サービス提供等）の要求　③同じまたは不合理な要望や
お問合せの過剰な繰り返し　④合理的理由のない謝罪要求　⑤拘束的な行動（不
退去、居座り、監禁）

（3）お客さまによるその他ハラスメント行為／①職員のプライバシー侵害行為
②職員へのセクシャルハラスメント・差別的な言動　③その他各種ハラスメント
行為
（4）お客さまによるその他迷惑行為／①SNS やインターネット上での誹謗中傷等
3．カスタマーハラスメントへの対応
（1）事前対応／①カスタマーハラスメントの基本方針を明確にし、金庫内外に向
け組織として対応することを示します。　②カスタマーハラスメントに関する職
員向け相談窓口を設置（お客さまサービス窓口内）し、相談対応を整備します。
（2）発生時対応／①対象となる事案が発生した場合は、事実関係等の確認を行い
ます。　②悪質なカスタマーハラスメントの場合は、外部機関・外部専門家（警察・
弁護士）に協力を仰ぐとともに、お取引をお断りまたは中止させていただく場合
がございます。　③カスタマーハラスメント被害にあった職員の心身両面のケア
を最優先します。
4．お客さまへのお願い
お客さまにおかれましては、本方針に対するご理解とご協力のほど何卒よろしく
お願いいたします。

サイバーセキュリティ基本方針
　当金庫では、サイバーセキュリティリスクへの対応を経営上の重要課題の一つとして捉え、適
切な安全管理を実現するため、サイバーセキュリティ基本法、サイバーセキュリティ経営ガイド
ライン、その他サイバーセキュリティに関する関係諸法令等を遵守するとともに、その継続的な
態勢整備に努めます。
1．目的と方向性
（1）顧客情報を含む重要な情報資産を保護します。
（2）サイバー攻撃による被害を防止し、影響を最小限に留めます。
（3）経営陣が自らサイバー攻撃に対して、リーダーシップを発揮しサイバーセキュリティ対策を

推進します。
2．法令遵守と関係先への対応
（1）関連法規制を遵守します。
（2）お客さま、地域社会等のステークホルダーの期待に応えます。
（3）サイバー攻撃事象の検知により、お客さまや業務に影響が出る場合は、遅滞なく関連団体
（当局等）へ報告します。

3．管理態勢の整備
（1）経営陣は最高情報セキュリティ責任者(CISO)を任命し、CISOは情報セキュリティにかか

るリスク管理を統括します。また、インシデント発生時は指揮をとり事態収拾を図ります。
（2）情報収集、分析、インシデント対応等の態勢を構築します。
4．人材育成と金庫内風土の醸成
（1）役職員に対するサイバーセキュリティにかかる教育・訓練を継続的に行います。
（2）セキュリティ意識の高い金庫内風土を醸成します。
5．監査
（1）サイバーセキュリティ管理態勢について、定期的な監査と管理態勢の有効性を検証します。
（2）監査結果を踏まえ、継続的に改善を図ります。
6．連携・情報共有
（1）金融ISAC等の外部機関との連携および奈良県下金融機関との共助の取組を通じて情報共

有を行います。
　本基本方針に基づき、役職員が一丸となってサイバーセキュリティ対策に取組んで参ります。

個人情報保護方針(プライバシーポリシー)
1.当金庫は、お客さまからの信頼を第一と考え、お客さまの個人情報等の適切な保護と利用
を図るために、「個人情報の保護に関する法律」「行政手続きにおける特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律（以下番号法といいます。）」および金融分野における
個人情報保護に関するガイドライン、その他個人情報等保護に関する関係諸法令等を遵
守します。
2.当金庫は、当金庫の業務において取扱う個人情報等の利用目的を特定し、当金庫のホーム
ページ等に公表します。法令等を遵守した適切な個人情報等の取得、利用および提供を行
うとともに、特定された利用目的の達成に必要な範囲を超えて個人情報等を取扱うこと 

　はいたしません。個人情報について、利用目的の範囲を超える場合は、法令等に定める場
合を除き、ご本人の同意を得ることといたします。
3.当金庫は、個人情報等の取扱いに関する苦情および相談を受けた場合は、その内容につい
て迅速に事実関係を調査し、合理的な期間内に誠意を持って対応いたします。
4.当金庫は、取得した個人情報等を適切に管理するため、組織的・人的・物理的・技術的な安
全管理措置を講じ、個人情報等の漏洩、滅失または毀損の防止および是正に取組みます。
5.当金庫は、社会情勢・環境の変化等を踏まえて、継続的に見直し、個人情報等を保護するた
めの取組みを改善いたします。

マネー・ローンダリング及びテロ資金供与対策ポリシー

個人情報管理の取組み
　当金庫は、お客さまからの信頼を第一と考え、お客さまを識別し得る情報を適切に保護す
ることが、重要であると認識しております。個人情報保護方針に基づき安全管理措置とし
て、外部侵入者防止のための入退室管理システムや個人情報漏洩防止のためのIC認証シス

テムを導入し、個人情報を適正かつ厳格に取扱いしております。これからも、お客さまの個
人情報を大切に取扱うよう、役職員の研修やシステムの充実を進め、適切な取扱いへの努力
を続けてまいります。

奈良信用金庫のプライバシーポリシーおよびお預かりした個人情報の利用目的につきましては、当金庫営業店に掲示または備え付けしております。 
当金庫のホームページでも公表しております。

　当金庫は、信用金庫法および金融商品取引法等を踏まえ、お客さまとの取引にあたり、お
客さまの利益が不当に害されるおそれのある取引を適切に管理し、お客さまの利益を保護

するため利益相反管理方針を制定するとともに、関連内部規定等を整備し、お客さまからの
信頼を向上させるため適切に取組んでおります。

利益相反管理方針について

４．顧客の管理方針 
　　適切な取引時確認を実施し、顧客の属性や取引のリスクに即した対応策を実施する態
勢を整備します。また、顧客から定期的な情報収集、取引時の記録等から取引実態等を定
期的に調査・分析を行い、継続的な顧客管理による対応策の見直しを図ります。

５．疑わしい取引の届出 
　　営業店からの報告、またはシステムによるモニタリング・フィルタリングで検知した取引
を基に、顧客の属性、取引時の状況等を総合的に検証・分析することで、疑わしい顧客や
取引等を適切に把握し、当局に速やかに疑わしい取引の届出を行います。

６．資産凍結の措置 
　　テロリスト等に対する資産凍結等の措置を適切に実施します。
７．役職員の研修 
　　継続的な研修を通じて、役職員のマネロン・テロ資金供与に対する知識・理解を深め、
役割に応じた専門性・適合性等を有する役職員の確保・育成に努めます。

８．実効性の検証
　　マネロン・テロ資金供与対策の管理態勢について、主管部である経営管理本部による営
業店等における対策の実効性を定期的に検証し、対策の実効性確保に向けた改善を進め
るとともに、独立した内部監査部門による定期的な監査を実施し、その監査結果を踏まえ
て、さらなる改善に努めます。

９．お客さま宛周知・広報活動 
　　お客さまからの定期的な情報収集に向けて、当金庫のホームページ、営業店にて、お客
さまからの理解を得るための周知、広報活動に取組みます。

以　上  

　当金庫は、今日まで法令諸規則等のみならず社会的ルールにも準拠した経営と
業務活動に努め、創意と工夫を活かしたきめ細かな金融サービスを提供してまい
りました。コンプライアンス体制についても、企業倫理確立のため役職員が遵守
すべき「奈良信用金庫行動綱領」、「勧誘方針」、「プライバシーポリシー」、「法令遵
守に係る基本方針」、「顧客保護等管理方針」、「反社会的勢力に対する基本方針」、
「セキュリティーポリシー」、「マネー・ローンダリング及びテロ資金供与対策ポリ
シー」の制定並びに関連内部規定等の整備に取組んでおります。さらにはコンプ

ライアンス委員会や担当部署の活動、役職員研修の充実等によりコンプライアン
ス体制の確立のため日々努めております。
　これからもコンプライアンス体制の整備・維持・強化のため、コンプライアンス
の実践に向けてのプログラムやマニュアルの見直し、あるいは内部監査、監事、監
査法人などによる厳正なチェックにより、さらなるコンプライアンス体制の強化
に努め、役職員一人ひとりに遵法精神の徹底を図ってまいります。

コンプライアンス
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ならしんは適切なリスク管理により
健全経営に努めています

お客さまへ02

（2026年7月1日現在）

リスク管理の基本方針

　社会的、公共的責任を背負う地域金融機関の最大の使命は、
良質且つ円滑な金融サービスの提供を通じて地域の繁栄、発展
に寄与することだと考えております。この使命を遂行するため
には、経営の危機的事態（リスク）を未然に察知および回避し、
金庫経営の揺ぎ無い「健全な財務体質」と「強靭な経営体質」を
構築することで業務の健全性と適切性を確保することが不可
欠であり、リスク管理は経営管理上の最重要事項と言えます。
　当金庫のリスク管理方針は、リスクの特性によりリスクを

適正にコントロールしつつ収益の拡大を図っていく「コント
ロールすべきリスク」とリスクの発生自体を予防することで
リスクの極小化に努める「極小化すべきリスク」に大別して
管理し、リスクの計測についても単なる計測手法の高度化だ
けではなく、リスク認識されたリスクファクターに対する将
来への備えや対策、役職員の方向性や行動の決定など実行面
の高度化を意識した体制の構築を目指していくことを基本
方針としております。

リスク管理体制の整備

リスク管理体制
組織体系図

　単なるリスクの極小化を目的としたリスク管理は、適切な
収益機会を逃すばかりでなく地域金融機関としての存続意
義を失墜しかねません。適切なリスク管理を行いながら必要
なリスク・テイクを行うことは、中小企業育成という地域経
済に貢献する社会的使命を担う信用金庫の責務であります。
　当金庫では、適切なリスク管理を実行するために、以下の組織
体制を敷いて運営・管理を行うとともに、金融庁検査、日本銀行
考査を定期的に受けて経営の透明性、健全性に努めております。

自己資本管理 風評リスクリーガルリスクシステムリスク

オペレーショナルリスク

事務リスク

常務会

理事会監事会

金利リスク信用リスク 市場関連リスク

総合企画本部経営管理本部業務集中本部業務集中本部融資審査本部資産管理本部

人材育成・配置 ／ 人的流出リスク

総合企画本部

監査部

証券運用本部

証券運用本部

証券運用本部

1999年

2000年

2001年
2002年
2004年

2006年

2007年

2018年

2022年

コンプライアンス室設置
リスク管理プログラム制定
監査法人による外部監査導入
コンティンジェンシープログラム制定
セキュリティーポリシー制定
個人情報管理室設置
コンプライアンス統括部設置
リスク量の計量化開始
統合的リスク管理規定制定
リスク管理室設置
リスク管理統括部設置
経営管理本部設置
（本部機構改革による部署名変更）

総合企画本部

ALM委員会 経営対策委員会

統合的リスク管理

　統合的リスク管理とは、各業務ラインが保有するリスクのう
ち、計量が可能なもの（信用リスク・市場リスク・オペレーショ
ナルリスク）について、その全てが同時に発生した場合におい
ても損害が自己資本に対して一定の範囲内で収まるようリス
クを管理し、コントロールを図ることをいいます。
　当金庫では各リスク量に対応した資本を配賦することで、各
リスクおよびリスク全体が金庫に与える最大ダメージを想定
し、ALM委員会等で協議検討することによって経営体力に見

合ったリスク制御と戦略的なリスク取得を図り、リスク・収益
のバランスコントロールにより、業務の健全性を維持しなが
ら、安定収益と自己資本を確保していくよう努めています。
　なお当金庫では、バーゼルⅢに関する各リスクに対して下記
の管理手法でリスクマネジメントを実施しております。（バー
ゼルⅢに関連した管理手法につきましては、用語解説も合わせ
てバーゼルⅢの開示ページをご覧ください）

信用リスク管理

　信用金庫に課せられた使命は、相互扶助の精神に基づいた地
域伸展への貢献であることから、融資部門の信用リスク管理は
最重要リスクファクターであり、単なる計量化にとどまらず、
普段の業務活動における実態把握によって信用供与先の財務
状況悪化などのリスクを早い段階で発見できる体制が必要と
されています。

　信用リスクを計測するにあたっては、過去データを基準とし
た信用VaRを活用し計量を行っているほか、与信集中リスクに
関しても大口ローンレビューや業種・金額・債務者区分による
ポート構成管理によってリスク分散のマネジメントを図って
おり、これらリスク管理の適切性については経営陣や内部監査
部門による組織的な定期検証を行っております。

市場関連リスク管理

　金融のグローバル化により様々な仕組みの商品が発売され
収益機会の選択肢が増える一方、複雑な商品ほどリスクプロ
ファイルを精緻に認識し、将来的なリスク量の把握、リスク顕
在化時のシナリオに向けた対策を整えておかなければなりま
せん。市場関連リスクの管理として、上場株式・上場優先出資証
券・株式関連投資信託・リート等にかかるリスク認識について
は、時価評価および最大予想損失額（VaR）によるリスク計測に
より管理しております。

　また、金利リスクについては、一定のショックを想定した場
合の銀行勘定の金利リスク（BPV）の計測や、金利更改を勘案し
た期間収益シミュレーションによる収益への影響度（収益スト
レステスト）、さらには新商品等の導入による影響など、ALM
管理システムにより定期的に計測を行い、ALM委員会などで
協議検討するとともに、経営陣への報告を行うなど、資産・負債
の最適化に向けたリスク・コントロールに努めております。

オペレーショナルリスク管理

　当金庫では、「いかに高度化したシステムであっても、人を介
した対応は必須」との判断から、技術的なリスク回避よりも役
職員のモラル醸成と業務への誠実な対応こそ最優先すべき事
項であると位置付け、金融機関人としての社会的・公共的責任
感と使命感を持って職務を遂行する体制を強化することでリ
スクの極小化を図っております。
　一方、システムリスク管理についても、コンピュータシステ
ムのダウン・誤作動、不正使用等、発生機会は微少であっても一
度発生すれば影響が極めて大きいテールリスクに対する管理
体制の整備・確立は、社会インフラの一旦を担う観点から極め

て重要となります。当金庫では、規定等の整備や基幹（勘定系）
システムにおけるセキュリティー・バックアップ強化等の安全
対策にとどまらず、営業店における障害発生時の実践的な訓練
を実施し業務継続体制の強化を図っております。
　また、全ての業務にオペレーショナルリスクは付随するとの
観点から部門を超えた横断的な委員会を組成し、単に全リスク
の棚卸しを行うのではなく、過去に発生した事象を中心に連携
先との比較・外部専門家による分析を通じ、業務規模や特性、リ
スク・プロファイルに応じた対策を講じていくことで、実務的
なリスクコントロールを図る体制を構築しております。

流動性リスク

証券運用本部

経営管理本部
資

　料
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ならしんは適切なリスク管理により
健全経営に努めています

お客さまへ02

（2026年7月1日現在）

リスク管理の基本方針

　社会的、公共的責任を背負う地域金融機関の最大の使命は、
良質且つ円滑な金融サービスの提供を通じて地域の繁栄、発展
に寄与することだと考えております。この使命を遂行するため
には、経営の危機的事態（リスク）を未然に察知および回避し、
金庫経営の揺ぎ無い「健全な財務体質」と「強靭な経営体質」を
構築することで業務の健全性と適切性を確保することが不可
欠であり、リスク管理は経営管理上の最重要事項と言えます。
　当金庫のリスク管理方針は、リスクの特性によりリスクを

適正にコントロールしつつ収益の拡大を図っていく「コント
ロールすべきリスク」とリスクの発生自体を予防することで
リスクの極小化に努める「極小化すべきリスク」に大別して
管理し、リスクの計測についても単なる計測手法の高度化だ
けではなく、リスク認識されたリスクファクターに対する将
来への備えや対策、役職員の方向性や行動の決定など実行面
の高度化を意識した体制の構築を目指していくことを基本
方針としております。

リスク管理体制の整備

リスク管理体制
組織体系図

　単なるリスクの極小化を目的としたリスク管理は、適切な
収益機会を逃すばかりでなく地域金融機関としての存続意
義を失墜しかねません。適切なリスク管理を行いながら必要
なリスク・テイクを行うことは、中小企業育成という地域経
済に貢献する社会的使命を担う信用金庫の責務であります。
　当金庫では、適切なリスク管理を実行するために、以下の組織
体制を敷いて運営・管理を行うとともに、金融庁検査、日本銀行
考査を定期的に受けて経営の透明性、健全性に努めております。

自己資本管理 風評リスクリーガルリスクシステムリスク

オペレーショナルリスク

事務リスク

常務会

理事会監事会

金利リスク信用リスク 市場関連リスク

総合企画本部経営管理本部業務集中本部業務集中本部融資審査本部資産管理本部

人材育成・配置 ／ 人的流出リスク

総合企画本部

監査部

証券運用本部

証券運用本部

証券運用本部

1999年

2000年

2001年
2002年
2004年

2006年

2007年

2018年

2022年

コンプライアンス室設置
リスク管理プログラム制定
監査法人による外部監査導入
コンティンジェンシープログラム制定
セキュリティーポリシー制定
個人情報管理室設置
コンプライアンス統括部設置
リスク量の計量化開始
統合的リスク管理規定制定
リスク管理室設置
リスク管理統括部設置
経営管理本部設置
（本部機構改革による部署名変更）

総合企画本部

ALM委員会 経営対策委員会

統合的リスク管理

　統合的リスク管理とは、各業務ラインが保有するリスクのう
ち、計量が可能なもの（信用リスク・市場リスク・オペレーショ
ナルリスク）について、その全てが同時に発生した場合におい
ても損害が自己資本に対して一定の範囲内で収まるようリス
クを管理し、コントロールを図ることをいいます。
　当金庫では各リスク量に対応した資本を配賦することで、各
リスクおよびリスク全体が金庫に与える最大ダメージを想定
し、ALM委員会等で協議検討することによって経営体力に見

合ったリスク制御と戦略的なリスク取得を図り、リスク・収益
のバランスコントロールにより、業務の健全性を維持しなが
ら、安定収益と自己資本を確保していくよう努めています。
　なお当金庫では、バーゼルⅢに関する各リスクに対して下記
の管理手法でリスクマネジメントを実施しております。（バー
ゼルⅢに関連した管理手法につきましては、用語解説も合わせ
てバーゼルⅢの開示ページをご覧ください）

信用リスク管理

　信用金庫に課せられた使命は、相互扶助の精神に基づいた地
域伸展への貢献であることから、融資部門の信用リスク管理は
最重要リスクファクターであり、単なる計量化にとどまらず、
普段の業務活動における実態把握によって信用供与先の財務
状況悪化などのリスクを早い段階で発見できる体制が必要と
されています。

　信用リスクを計測するにあたっては、過去データを基準とし
た信用VaRを活用し計量を行っているほか、与信集中リスクに
関しても大口ローンレビューや業種・金額・債務者区分による
ポート構成管理によってリスク分散のマネジメントを図って
おり、これらリスク管理の適切性については経営陣や内部監査
部門による組織的な定期検証を行っております。

市場関連リスク管理

　金融のグローバル化により様々な仕組みの商品が発売され
収益機会の選択肢が増える一方、複雑な商品ほどリスクプロ
ファイルを精緻に認識し、将来的なリスク量の把握、リスク顕
在化時のシナリオに向けた対策を整えておかなければなりま
せん。市場関連リスクの管理として、上場株式・上場優先出資証
券・株式関連投資信託・リート等にかかるリスク認識について
は、時価評価および最大予想損失額（VaR）によるリスク計測に
より管理しております。

　また、金利リスクについては、一定のショックを想定した場
合の銀行勘定の金利リスク（BPV）の計測や、金利更改を勘案し
た期間収益シミュレーションによる収益への影響度（収益スト
レステスト）、さらには新商品等の導入による影響など、ALM
管理システムにより定期的に計測を行い、ALM委員会などで
協議検討するとともに、経営陣への報告を行うなど、資産・負債
の最適化に向けたリスク・コントロールに努めております。

オペレーショナルリスク管理

　当金庫では、「いかに高度化したシステムであっても、人を介
した対応は必須」との判断から、技術的なリスク回避よりも役
職員のモラル醸成と業務への誠実な対応こそ最優先すべき事
項であると位置付け、金融機関人としての社会的・公共的責任
感と使命感を持って職務を遂行する体制を強化することでリ
スクの極小化を図っております。
　一方、システムリスク管理についても、コンピュータシステ
ムのダウン・誤作動、不正使用等、発生機会は微少であっても一
度発生すれば影響が極めて大きいテールリスクに対する管理
体制の整備・確立は、社会インフラの一旦を担う観点から極め

て重要となります。当金庫では、規定等の整備や基幹（勘定系）
システムにおけるセキュリティー・バックアップ強化等の安全
対策にとどまらず、営業店における障害発生時の実践的な訓練
を実施し業務継続体制の強化を図っております。
　また、全ての業務にオペレーショナルリスクは付随するとの
観点から部門を超えた横断的な委員会を組成し、単に全リスク
の棚卸しを行うのではなく、過去に発生した事象を中心に連携
先との比較・外部専門家による分析を通じ、業務規模や特性、リ
スク・プロファイルに応じた対策を講じていくことで、実務的
なリスクコントロールを図る体制を構築しております。
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地域に貢献する
人材の育成

人づくり

地域の発展のために何ができる
か考え、地域のために邁進する
人財を育成し、地域の課題解決
や活性化に貢献する。地域との
つながりを強め、共に成長する
組織を目指す

アドバイザー
の育成

8名
地域貢献活動を
積極的に展開

職員の声を
反映した改善

92件 3件

評価指標（KPI）：25名 評価指標（KPI）：20件評価指標（KPI）：50件／年

ユーザーインに
向けた組織改革

笑顔づくり

お客さまの立場に立ち課題解決
に向けた行動をとり、信頼と喜
びを生むサービスを届ける。職
員一人ひとりがお客さまの声に
耳を傾け、多くのお客さまを笑
顔にする

お客さまの声を
反映した改善

評価指標（KPI）：20％

お取引先数の
増加

97.5%20.7%

評価指標（KPI）：105％

地域経済向上を軸とした
業務運営への軸足転換

まちづくり

地域とのつながりに主眼を置
き、地域の観光・経済の活性化に
寄与し、地域と協働で活力ある
地域社会を築く。地域の声に応
え、なくてはならないパート
ナーとして歩んでいく

金融ADR制度への対応

お客さまへ ～不正に預金を引出す犯罪が多発しております。犯罪防止にご協力ください～

＊お客さまの個人情報は苦情等の解決を図るため、またはお客さまとのお取引を適切かつ円滑に行うために利用いたします。

金庫の概要

当金庫は、お客さまからの相談・苦情・紛争等を営業店またはお客さまサービス窓口で受付けています。
1.当金庫はお客さまからの苦情等のお申出に公正かつ的確に対応するために業務運営体制・内部規則を整備し、その内容をポスター・ホームペー
ジで公表しております。
2.苦情等のお申出があった場合、その内容を十分に伺ったうえ、内部調査を行って事実関係の把握に努めます。
3.事実関係を把握のうえで、営業店、関係部署等とともに連携を図り、迅速・公平にお申出の解決に努めます。
4.苦情等のお申出については記録・保存し、対応結果に基づく改善措置を徹底のうえ、再発防止や未然防止に努めます。
   苦情等は営業店（電話番号は54ページ参照）または次の担当部署へお申出ください。

5.当金庫のほかに一般社団法人全国信用金庫協会が運営する「全国しんきん相談所(月曜～金曜（祝日除く）9:00～17:00、電話:03-3517-5825)」
をはじめとする他の機関でもお申出を受付けています。 詳しくは上記お客さまサービス窓口にご相談ください。

奈良信用金庫
お客さまサービス窓口

住　　所
電話番号

〒639-1082 大和郡山市南郡山町529番地の6
0800-170-6314（フリーダイヤル）  受付日 時間 9：00～17：00（信用金庫営業日）

証券業務に関する苦情は、当金庫が加入する日本証券業協会から苦情の解決業務の委託を受けた特定非営利活動法人証券・金融商品あっせん相談センター（ADR FINMAC）
(電話:0120-64-5005)でも受付けています。

6.東京弁護士会、第一東京弁護士会、第二東京弁護士会（以下「東京三弁護士会」という）が設置運営する仲裁センター等で紛争の解決を図ること
も可能ですので、 お客さまサービス窓口または上記全国しんきん相談所へお申出ください。また、お客さまから各弁護士会に直接お申立ていた
だくことも可能です。

上記弁護士会の仲裁センター等は、東京都以外の各地のお客さまにもご利用いただけます。その際には、お客さまのアクセスに便利な東京以外の
弁護士会において東京の弁護士会とテレビ会議システム等を用いる方法（現地調停）や、東京以外の弁護士会に案件を移す方法（移管調停）があり
ます。ご利用いただける弁護士会については、あらかじめ「東京弁護士会、第一東京弁護士会、第二東京弁護士会、全国しんきん相談所または、当金
庫お客さまサービス窓口」にお尋ねください。

●対策その1　暗証番号について
　キャッシュカードのお申込みの際、「生年月日」「電話番号」や「1234」など第三者に推測されやすい番号のご登録はお断りしております。
●対策その2　1口座1日あたりのご利用限度額について
　盗難・偽造キャッシュカードによる預金の不正引出しを防ぐ対策として限度額を設けております。

●対策その3　「ICキャッシュカード（生体認証機能付）」の採用について
　従来の暗証番号に加え、一人ひとり異なるパターンを持つ「手のひら静脈」による本人認証を行うため、スキミング犯罪にも効果的です。
●対策その4　カード振込機能の一部利用制限について
65歳以上のお客さまで過去3年以上当金庫のATMを利用してキャッシュカードによるATM振込実績がない方は、キャッシュカードによる
ATM振込機能を停止させていただく事があります。

●対策その5　カード出金金額の一部制限について
　①70歳以上のお客さまは1日の1口座あたりATMご出金利用限度額を50万円に制限させていただいております。
　②65歳以上のお客さまで、過去1年以上当金庫以外のATMを利用したキャッシュカードによる出金・振込の実績がない方は、当金庫以外の
　　ATM出金限度額を20万円（※）に制限させていただいております。
　 ※デビットカードの利用や他金融機関のATMでの振込も含みます。

名 　 　 称
住 　 　 所
電 話 番 号
受付日  時間

東京三弁護士会
第一東京弁護士会 仲裁センター 第二東京弁護士会 仲裁センター東京弁護士会 紛争解決センター

〒100-0013 東京都千代田区霞が関1-1-3
03-3581-0031

〒100-0013 東京都千代田区霞が関1-1-3
03-3595-8588

〒100-0013 東京都千代田区霞が関1-1-3
03-3581-2249

月～金（祝日、年末年始除く）
9：30～12：00、13：00～16：00

月～金（祝日、年末年始除く）
10：00～12：00、13：00～16：00

月～金（祝日、年末年始除く）
9：30～12：00、13：00～17：00

7.奈良弁護士会が設置運営する仲裁センターや奈良県消費生活センターで紛争の解決を図ることも可能です。このほか、証券業務に関する紛争
は、当金庫が加入する日本証券業協会から紛争の解決のあっせん等の委託を受けた特定非営利活動法人証券・金融商品あっせん相談センター
（ADR FINMAC)でも受付けています。

名 　 　 称
住 　 　 所
電 話 番 号

受付日  時間

奈良弁護士会 仲裁センター 奈良県消費生活センター 特定非営利活動法人 証券・金融商品あっせん相談センター
（ADR FINMAC） ［日本証券業協会］

月～金（祝日、年末年始除く）
9:30～17:00

月～金（祝日、年末年始除く）
9:00～16:30

月～金（祝日（振替休日を含む）、12月31日～1月3日を除く）
9:00～17:00

〒630-8237 奈良市中筋町22-1
0742-22-2035

〒630-8122 奈良市三条本町8-1
0742-36-0931

〒103-0025 東京都中央区日本橋茅場町2-1-1
0120-64-5005

通帳・印鑑・キャッシュカードの紛失・盗難に気づかれた場合または、身に覚えのない取引があった場合は直ちに下記までご連絡ください。

<24時間受付しております> 盗難の恐れがある場合は最寄りの警察にもお届けください。
06ー6454ー6631

平日
(月曜～金曜)
土・日・祝

8:45～17:00
上記以外の時間帯
終日

しんきんATM監視センター
  （紛失共同受付センター）

お取引店または最寄りの本支店

●預金の引出しなどの際に暗証番号を背後から盗み見られたり、他人に知られないようご注意ください。
●当金庫職員や関係者、警察官などが店外や電話で暗証番号をお尋ねすることはありません。
●当金庫のホームページ上で、キャッシュカードの暗証番号を入力いただくことはありません。
●通帳・印鑑・カード・本人確認書類は別々に保管してください。

取引時確認について お客さまにお願い
10万円を超える現金によるお振込みや口座
開設、200万円を超える現金取引等について
は、本人確認書類のご提示と、職業や取引を行
う目的等を確認させていただきます。

（注）ICキャッシュカードのICチップ取引での利用限度額に磁気ストライプ取引での利用限度額を含みます。
　　IC対応ATMでは「ICチップ」が、IC非対応ATMでは「磁気ストライプ」が機能します。

磁気(MC)キャッシュカード
磁気ストライプ取引
①②合計で
50万円

①②合計で
200万円

①②合計で
50万円

100万円 100万円100万円

生体認証付ICキャッシュカード
(ICチップ+静脈認証)取引

ICキャッシュカード
ICチップ取引 磁気ストライプ取引

①は1,000万円
(②のデビットサービスはご利用できません)

100万円

① 出 金・振 替
② Jデビットカードサービス
③ 振 込

2026年7月1日現在

若手職員のパワーで変革を若手職員のパワーで変革を
当金庫は2028年9月に創業100周年を迎えます。

この節目に向け3つのテーマのKPIを設定し、若手職員によるプロジェクトチームを発足しました。

若手ならではの柔軟な発想と行動力を活かし、部門横断でアイデアを出し合い、

具体的な取り組みを策定し推進してまいります。

創業100周年への第一歩

※数値は2026年3月末時点

前年比

平均前年比

お借入先数の
増加

104.3%

経営を支える
取組み

迅速な
融資対応

110件 7.4営業日

評価指標（KPI）：110％
評価指標（KPI）：
お申込から回答まで10営業日評価指標（KPI）：300件
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地域に貢献する
人材の育成

人づくり

地域の発展のために何ができる
か考え、地域のために邁進する
人財を育成し、地域の課題解決
や活性化に貢献する。地域との
つながりを強め、共に成長する
組織を目指す

アドバイザー
の育成

8名
地域貢献活動を
積極的に展開

職員の声を
反映した改善

92件 3件

評価指標（KPI）：25名 評価指標（KPI）：20件評価指標（KPI）：50件／年

ユーザーインに
向けた組織改革

笑顔づくり

お客さまの立場に立ち課題解決
に向けた行動をとり、信頼と喜
びを生むサービスを届ける。職
員一人ひとりがお客さまの声に
耳を傾け、多くのお客さまを笑
顔にする

お客さまの声を
反映した改善

評価指標（KPI）：20％

お取引先数の
増加

97.5%20.7%

評価指標（KPI）：105％

地域経済向上を軸とした
業務運営への軸足転換

まちづくり

地域とのつながりに主眼を置
き、地域の観光・経済の活性化に
寄与し、地域と協働で活力ある
地域社会を築く。地域の声に応
え、なくてはならないパート
ナーとして歩んでいく

金融ADR制度への対応

お客さまへ ～不正に預金を引出す犯罪が多発しております。犯罪防止にご協力ください～

＊お客さまの個人情報は苦情等の解決を図るため、またはお客さまとのお取引を適切かつ円滑に行うために利用いたします。

金庫の概要

当金庫は、お客さまからの相談・苦情・紛争等を営業店またはお客さまサービス窓口で受付けています。
1.当金庫はお客さまからの苦情等のお申出に公正かつ的確に対応するために業務運営体制・内部規則を整備し、その内容をポスター・ホームペー
ジで公表しております。
2.苦情等のお申出があった場合、その内容を十分に伺ったうえ、内部調査を行って事実関係の把握に努めます。
3.事実関係を把握のうえで、営業店、関係部署等とともに連携を図り、迅速・公平にお申出の解決に努めます。
4.苦情等のお申出については記録・保存し、対応結果に基づく改善措置を徹底のうえ、再発防止や未然防止に努めます。
   苦情等は営業店（電話番号は54ページ参照）または次の担当部署へお申出ください。

5.当金庫のほかに一般社団法人全国信用金庫協会が運営する「全国しんきん相談所(月曜～金曜（祝日除く）9:00～17:00、電話:03-3517-5825)」
をはじめとする他の機関でもお申出を受付けています。 詳しくは上記お客さまサービス窓口にご相談ください。

奈良信用金庫
お客さまサービス窓口

住　　所
電話番号

〒639-1082 大和郡山市南郡山町529番地の6
0800-170-6314（フリーダイヤル）  受付日 時間 9：00～17：00（信用金庫営業日）

証券業務に関する苦情は、当金庫が加入する日本証券業協会から苦情の解決業務の委託を受けた特定非営利活動法人証券・金融商品あっせん相談センター（ADR FINMAC）
(電話:0120-64-5005)でも受付けています。

6.東京弁護士会、第一東京弁護士会、第二東京弁護士会（以下「東京三弁護士会」という）が設置運営する仲裁センター等で紛争の解決を図ること
も可能ですので、 お客さまサービス窓口または上記全国しんきん相談所へお申出ください。また、お客さまから各弁護士会に直接お申立ていた
だくことも可能です。

上記弁護士会の仲裁センター等は、東京都以外の各地のお客さまにもご利用いただけます。その際には、お客さまのアクセスに便利な東京以外の
弁護士会において東京の弁護士会とテレビ会議システム等を用いる方法（現地調停）や、東京以外の弁護士会に案件を移す方法（移管調停）があり
ます。ご利用いただける弁護士会については、あらかじめ「東京弁護士会、第一東京弁護士会、第二東京弁護士会、全国しんきん相談所または、当金
庫お客さまサービス窓口」にお尋ねください。

●対策その1　暗証番号について
　キャッシュカードのお申込みの際、「生年月日」「電話番号」や「1234」など第三者に推測されやすい番号のご登録はお断りしております。
●対策その2　1口座1日あたりのご利用限度額について
　盗難・偽造キャッシュカードによる預金の不正引出しを防ぐ対策として限度額を設けております。

●対策その3　「ICキャッシュカード（生体認証機能付）」の採用について
　従来の暗証番号に加え、一人ひとり異なるパターンを持つ「手のひら静脈」による本人認証を行うため、スキミング犯罪にも効果的です。
●対策その4　カード振込機能の一部利用制限について
65歳以上のお客さまで過去3年以上当金庫のATMを利用してキャッシュカードによるATM振込実績がない方は、キャッシュカードによる
ATM振込機能を停止させていただく事があります。

●対策その5　カード出金金額の一部制限について
　①70歳以上のお客さまは1日の1口座あたりATMご出金利用限度額を50万円に制限させていただいております。
　②65歳以上のお客さまで、過去1年以上当金庫以外のATMを利用したキャッシュカードによる出金・振込の実績がない方は、当金庫以外の
　　ATM出金限度額を20万円（※）に制限させていただいております。
　 ※デビットカードの利用や他金融機関のATMでの振込も含みます。

名 　 　 称
住 　 　 所
電 話 番 号
受付日  時間

東京三弁護士会
第一東京弁護士会 仲裁センター 第二東京弁護士会 仲裁センター東京弁護士会 紛争解決センター

〒100-0013 東京都千代田区霞が関1-1-3
03-3581-0031

〒100-0013 東京都千代田区霞が関1-1-3
03-3595-8588

〒100-0013 東京都千代田区霞が関1-1-3
03-3581-2249

月～金（祝日、年末年始除く）
9：30～12：00、13：00～16：00

月～金（祝日、年末年始除く）
10：00～12：00、13：00～16：00

月～金（祝日、年末年始除く）
9：30～12：00、13：00～17：00

7.奈良弁護士会が設置運営する仲裁センターや奈良県消費生活センターで紛争の解決を図ることも可能です。このほか、証券業務に関する紛争
は、当金庫が加入する日本証券業協会から紛争の解決のあっせん等の委託を受けた特定非営利活動法人証券・金融商品あっせん相談センター
（ADR FINMAC)でも受付けています。

名 　 　 称
住 　 　 所
電 話 番 号

受付日  時間

奈良弁護士会 仲裁センター 奈良県消費生活センター 特定非営利活動法人 証券・金融商品あっせん相談センター
（ADR FINMAC） ［日本証券業協会］

月～金（祝日、年末年始除く）
9:30～17:00

月～金（祝日、年末年始除く）
9:00～16:30

月～金（祝日（振替休日を含む）、12月31日～1月3日を除く）
9:00～17:00

〒630-8237 奈良市中筋町22-1
0742-22-2035

〒630-8122 奈良市三条本町8-1
0742-36-0931

〒103-0025 東京都中央区日本橋茅場町2-1-1
0120-64-5005

通帳・印鑑・キャッシュカードの紛失・盗難に気づかれた場合または、身に覚えのない取引があった場合は直ちに下記までご連絡ください。

<24時間受付しております> 盗難の恐れがある場合は最寄りの警察にもお届けください。
06ー6454ー6631

平日
(月曜～金曜)
土・日・祝

8:45～17:00
上記以外の時間帯
終日

しんきんATM監視センター
  （紛失共同受付センター）

お取引店または最寄りの本支店

●預金の引出しなどの際に暗証番号を背後から盗み見られたり、他人に知られないようご注意ください。
●当金庫職員や関係者、警察官などが店外や電話で暗証番号をお尋ねすることはありません。
●当金庫のホームページ上で、キャッシュカードの暗証番号を入力いただくことはありません。
●通帳・印鑑・カード・本人確認書類は別々に保管してください。

取引時確認について お客さまにお願い
10万円を超える現金によるお振込みや口座
開設、200万円を超える現金取引等について
は、本人確認書類のご提示と、職業や取引を行
う目的等を確認させていただきます。

（注）ICキャッシュカードのICチップ取引での利用限度額に磁気ストライプ取引での利用限度額を含みます。
　　IC対応ATMでは「ICチップ」が、IC非対応ATMでは「磁気ストライプ」が機能します。

磁気(MC)キャッシュカード
磁気ストライプ取引
①②合計で
50万円

①②合計で
200万円

①②合計で
50万円

100万円 100万円100万円

生体認証付ICキャッシュカード
(ICチップ+静脈認証)取引

ICキャッシュカード
ICチップ取引 磁気ストライプ取引

①は1,000万円
(②のデビットサービスはご利用できません)

100万円

① 出 金・振 替
② Jデビットカードサービス
③ 振 込

2026年7月1日現在

若手職員のパワーで変革を若手職員のパワーで変革を
当金庫は2028年9月に創業100周年を迎えます。

この節目に向け3つのテーマのKPIを設定し、若手職員によるプロジェクトチームを発足しました。

若手ならではの柔軟な発想と行動力を活かし、部門横断でアイデアを出し合い、

具体的な取り組みを策定し推進してまいります。

創業100周年への第一歩

※数値は2026年3月末時点

前年比

平均前年比

お借入先数の
増加

104.3%

経営を支える
取組み

迅速な
融資対応

110件 7.4営業日

評価指標（KPI）：110％
評価指標（KPI）：
お申込から回答まで10営業日評価指標（KPI）：300件
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金庫の主要な事業の内容

組織体制について

1.預金及び定期積金の受入れ(預金業務）
　当座預金、普通預金、貯蓄預金、通知預金、納税準備預金、定期預金、定期積金、譲
渡性預金等

2.資金の貸付け及び手形の割引（貸出業務）
　手形貸付、証書貸付、当座貸越、及び一般商業手形の割引
3.為替取引（内国・外国為替業務）
　送金為替、当座振込、代金取立等の内国為替業務、及び輸出、輸入、外国送金、その
他外国為替取引に関する信金中央金庫への斡旋業務

4.上記1～3の業務に付随する次に掲げる業務その他の業務
（1）債務の保証又は手形の引受け
（2）有価証券（（5）に規定する証書をもって表示される金銭債権に該当するもの及

び短期社債等を除く）の売買（有価証券関連デリバティブ取引に該当するもの
を除く）又は有価証券関連デリバティブ取引（投資の目的をもってするもの又
は書面取次ぎ行為に限る）

（3）有価証券の貸付け
（4）国債証券、地方債証券若しくは政府保証債券（以下「国債証券等」という）の引受

け（売出しの目的をもってするものを除く）並びに当該引受けに係る国債証券
等の募集の取扱い及びはね返り玉の買取り

（5）金銭債権の取得又は譲渡及びこれに付随する業務（商品投資受益権証書の取
得・譲渡に係る付随業務を除く）

（6）短期社債等の取得又は譲渡
（7）次に掲げる者の業務の代理
（株）日本政策金融公庫、独立行政法人住宅金融支援機構、信金中央金庫、独立行
政法人勤労者退職金共済機構、独立行政法人福祉医療機構、日本銀行、年金積立
金管理運用独立行政法人、独立行政法人中小企業基盤整備機構、日本酒造組合
中央会、一般社団法人しんきん保証基金、一般社団法人全国石油協会、公益財団
法人不動産流通推進センター

（8）次に掲げる者の業務の代理又は媒介（内閣総理大臣の定めるものに限る）
イ　金庫（信用金庫及び信用金庫連合会）
ロ　銀行
ハ　長期信用銀行（長期信用銀行法（昭和27年法律第187号）に規定する長期

信用銀行をいう）
ニ　信用協同組合及び中小企業等協同組合法（昭和24年法律第181号）第9条

第1項第1号の事業を行う協同組合連合会
ホ　労働金庫及び労働金庫連合会
ヘ　農業協同組合（農業協同組合法（昭和22年法律第132号）第10条第1項第3

号の事業を行うものに限る）及び農業協同組合連合会（同号の事業を行う
ものに限る）

ト　漁業協同組合（水産業協同組合法（昭和23年法律第242号）第11条第1項第4号の
事業を行うものに限る）、漁業協同組合連合会（同法第87条第1項第4号の事業を
行うものに限る）、水産加工業協同組合（同法第93条第1項第2号の事業を行う
ものに限る）及び水産加工業協同組合連合会（同法第97条第1項第2号の
事業を行うものに限る）

チ　農林中央金庫
（9）信託会社又は信託業務を営む金融機関の業務の代理又は媒介（内閣総理大臣の

定めるものに限る）
　   信金中央金庫
（10）国、地方公共団体、会社等の金銭の収納その他金銭に係る事務の取扱い
（11）有価証券、貴金属その他の物品の保護預り
（12）振替業
（13）両替
（14）デリバティブ取引（有価証券関連デリバティブ取引に該当するものを除く）であっ

て信用金庫法施行規則で定めるもの（（5）に掲げる業務に該当するものを除く）
（15）金融等デリバティブ取引（（5）及び（14）に掲げる業務に該当するものを除く）

5.国債証券、地方債証券、政府保証債券その他の有価証券について金融商品取引法によ
り信用金庫が営むことのできる業務（上記4により行う業務を除く）
6.法律により信用金庫が営むことのできる業務
（1）保険業法（平成7年法律第105号）第275条第1項により行う保険募集
（2）当せん金付証票法の定めるところにより、都道府県知事等からの委託または都

道府県知事等の承認を得て行われる受託機関からの再委託に基づき行う当せ
ん金付証票の販売事務等

（3）高齢者の居住の安定確保に関する法律（平成13年法律第26号）の定めるところ

　  により、高齢者居住支援センターからの委託を受けて行う債務保証の申込の受
付及び保証債務履行時の事務等（債務の保証の決定及び求償権の管理回収業務
を除く）

（4）地方債又は、社債その他の債券の募集又は管理の受託
（5）電子記録債権法（平成19年法律第102号）第58条第2項の定めるところにより、電

子債権記録機関の委託を受けて行う電子債権記録業に係る業務
（6）共済募集業務（中小労災共済法に基づく共済募集）
7.企業等の事務受託業務

■理事会:理事会は、法令または定款に規定があるもののほか、理事会規定に基づき運営されており、金庫業務の執行に
関する重要事項を決定するとともに理事の職務の執行を監督します。

■監事会:監事会は、業務の違法性監査の実施を基本としており、法令、定款、監事会規定に基づき運営されています。
■常務会:常務会は、金庫の業務執行に関する重要事項を協議、決定します。但し、理事会規定に定める決議事項について
は予め委任されたものを除きその原案を検討審議します。

報酬体系について

沿革

１．対象役員
　当金庫における報酬体系の開示対象となる「対象役員」は、常勤理事、非常勤理事、常勤監事及び非常勤監事をいいます。対象役員に対する報酬等は、職務執
行の対価として支払う「基本報酬」及び「賞与」、在任期間中の職務執行及び特別功労の対価として退任時に支払う「退職慰労金」で構成されております。

（1）報酬体系の概要
【基本報酬及び賞与】
　非常勤を含む全役員の基本報酬及び賞与につきましては、総代会において、理事全員及び監事全員それぞれの支払総額の最高限度額を決定しております。
　そのうえで、各理事の基本報酬額につきましては役位や在任年数等を、各理事の賞与額については前年度の業績等をそれぞれ勘案し、当金庫の理事会にお
いて決定しております。また、各監事の基本報酬額及び賞与額につきましては、監事の協議により決定しております。

【退職慰労金】
　退職慰労金につきましては、在任期間中に毎期引当金を計上し、退任時に総代会で承認を得た後、支払っております。
　なお、当金庫では、全役員に適用される退職慰労金の支払いに関して、主として次の事項を規程で定めております。

　　　  ａ．決定方法　ｂ．支払い時期及び支払い方法
（2）2025年度における対象役員に対する報酬等の支払総額

（注）1.対象役員に該当する理事は10名、監事は3名です。
2.上記の内訳は、「基本報酬」95百万円、「賞与」25百万円、「退職慰労金」21百万円となっております。
    なお、「賞与」は当年度中に支払った賞与のうち当年度に帰属する部分の金額（過年度に繰り入れた引当金分を除く）と当年度に繰り入れた役員賞与引当
金の合計額です。
    「退職慰労金」は、当年度中に支払った退職慰労金（過年度に繰り入れた引当金分を除く）と当年度に繰り入れた役員退職慰労引当金の合計額です。
3.使用人兼務役員の使用人としての報酬等を含めております。

（3）その他
「信用金庫法施行規則第132条第1項第6号等の規定に基づき、報酬等に関する事項であって、信用金庫等の業務の運営又は財産の状況に重要な影響を与えるも
のとして金融庁長官が別に定めるものを定める件」（2012年3月29日付金融庁告示第22号）第3条第1項第3号及び第5号に該当する事項はありませんでした。

2.対象職員等
　当金庫における報酬体系の開示対象となる「対象職員等」は、当金庫の職員であって、対象役員が受ける報酬等と同等額以上の報酬等を受ける者のうち、
当金庫の業務及び財産の状況に重要な影響を与える者をいいます。
　なお、2025年度において、対象職員等に該当する者はいませんでした。

（注）1.対象職員等には、期中に退任・退職した者も含めております。
2.「同等額」は、2025年度に対象役員に支払った報酬等の平均額としております。
3.2025年度において対象役員が受ける報酬等と同等額以上の報酬等を受ける者はいませんでした。

金庫のあゆみ 奈良信用金庫
郡山信用金庫と奈良市信用金庫が合併し
『奈良信用金庫』に名称変更
新本店移転開店
両替商業務開始
日本銀行と当座取引開始
創業60周年記念決起大会開催
創業60周年記念提言集発刊
総預金1,000億円達成
理事長糸谷精己が黄綬褒章を受章
総貸出金1,000億円達成
総預金1,500億円達成
前会長 高橋義夫が黄綬褒章を受章
総預金2,000億円達成
総預金2,500億円達成
理事長加藤正祐が旭日双光章を受章
総預金3,000億円達成
総貸出金1,500億円達成
総貸出金2,000億円達成
創業90周年記念誌作成
「持続可能な開発目標（SDGs）」へ加盟
創業95周年

9月

4月
4月
12月
3月
9月
12月
11月
3月
3月
11月
2月
3月
5月
9月
12月
3月
9月
11月
9月

50年

55年
62年

元年

4年
11年
13年
14年
16年
22年
25年
26年

30年
元年

5年

昭和
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令和

郡山信用金庫
産業組合法による有限責任郡山町信用組合
設立
保証責任に組織変更
郡山町信用販売購買利用組合と改称
農業団体法により解散
郡山町農業会設立
信用部門を分離し市街地信用組合法の制定に
より有限責任郡山町信用組合設立
中小企業等協同組合法により郡山町信用
組合に改組
信用金庫法に基づき郡山信用金庫に組織変更

9月

3月
8月
3月
4月

8月

4月

10月

3年

9年
13年
19年

23年

25年

26年

昭和

奈良市信用金庫
産業組合法による有限責任奈良市信用
組合設立
市街地信用組合法の制定により奈良市
信用組合として組織変更
中小企業等協同組合法により奈良市信用
組合に改組
信用金庫法に基づき奈良市信用金庫に組織変更

6月

4月

4月

10月

9年

18年

25年

26年

昭和

※1 理事 伊藤忠通、神田佳和は、信用金庫業界の
「総代会の機能向上策等に関する業界申し
合わせ」に基づく職員外理事です。

※2 監事 岡直三、近藤朗は、信用金庫法第32
条第5項に定める員外監事です。

区　分 支払総額
対象役員に対する報酬等 141.841

（単位：百万円）

（2026年7月1日現在）

（2026年7月1日現在）

役員一覧
菊澤　竜一
山﨑　隆也
川原　正寛
片岡　秀訓
川浪　一晃
徳原　郁愛
植村　　豊
伊藤　忠通
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河野　利祐
岡　直三
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金庫の主要な事業の内容

組織体制について

1.預金及び定期積金の受入れ(預金業務）
　当座預金、普通預金、貯蓄預金、通知預金、納税準備預金、定期預金、定期積金、譲
渡性預金等

2.資金の貸付け及び手形の割引（貸出業務）
　手形貸付、証書貸付、当座貸越、及び一般商業手形の割引
3.為替取引（内国・外国為替業務）
　送金為替、当座振込、代金取立等の内国為替業務、及び輸出、輸入、外国送金、その
他外国為替取引に関する信金中央金庫への斡旋業務

4.上記1～3の業務に付随する次に掲げる業務その他の業務
（1）債務の保証又は手形の引受け
（2）有価証券（（5）に規定する証書をもって表示される金銭債権に該当するもの及

び短期社債等を除く）の売買（有価証券関連デリバティブ取引に該当するもの
を除く）又は有価証券関連デリバティブ取引（投資の目的をもってするもの又
は書面取次ぎ行為に限る）

（3）有価証券の貸付け
（4）国債証券、地方債証券若しくは政府保証債券（以下「国債証券等」という）の引受

け（売出しの目的をもってするものを除く）並びに当該引受けに係る国債証券
等の募集の取扱い及びはね返り玉の買取り

（5）金銭債権の取得又は譲渡及びこれに付随する業務（商品投資受益権証書の取
得・譲渡に係る付随業務を除く）

（6）短期社債等の取得又は譲渡
（7）次に掲げる者の業務の代理
（株）日本政策金融公庫、独立行政法人住宅金融支援機構、信金中央金庫、独立行
政法人勤労者退職金共済機構、独立行政法人福祉医療機構、日本銀行、年金積立
金管理運用独立行政法人、独立行政法人中小企業基盤整備機構、日本酒造組合
中央会、一般社団法人しんきん保証基金、一般社団法人全国石油協会、公益財団
法人不動産流通推進センター

（8）次に掲げる者の業務の代理又は媒介（内閣総理大臣の定めるものに限る）
イ　金庫（信用金庫及び信用金庫連合会）
ロ　銀行
ハ　長期信用銀行（長期信用銀行法（昭和27年法律第187号）に規定する長期

信用銀行をいう）
ニ　信用協同組合及び中小企業等協同組合法（昭和24年法律第181号）第9条

第1項第1号の事業を行う協同組合連合会
ホ　労働金庫及び労働金庫連合会
ヘ　農業協同組合（農業協同組合法（昭和22年法律第132号）第10条第1項第3

号の事業を行うものに限る）及び農業協同組合連合会（同号の事業を行う
ものに限る）

ト　漁業協同組合（水産業協同組合法（昭和23年法律第242号）第11条第1項第4号の
事業を行うものに限る）、漁業協同組合連合会（同法第87条第1項第4号の事業を
行うものに限る）、水産加工業協同組合（同法第93条第1項第2号の事業を行う
ものに限る）及び水産加工業協同組合連合会（同法第97条第1項第2号の
事業を行うものに限る）

チ　農林中央金庫
（9）信託会社又は信託業務を営む金融機関の業務の代理又は媒介（内閣総理大臣の

定めるものに限る）
　   信金中央金庫
（10）国、地方公共団体、会社等の金銭の収納その他金銭に係る事務の取扱い
（11）有価証券、貴金属その他の物品の保護預り
（12）振替業
（13）両替
（14）デリバティブ取引（有価証券関連デリバティブ取引に該当するものを除く）であっ

て信用金庫法施行規則で定めるもの（（5）に掲げる業務に該当するものを除く）
（15）金融等デリバティブ取引（（5）及び（14）に掲げる業務に該当するものを除く）

5.国債証券、地方債証券、政府保証債券その他の有価証券について金融商品取引法によ
り信用金庫が営むことのできる業務（上記4により行う業務を除く）
6.法律により信用金庫が営むことのできる業務
（1）保険業法（平成7年法律第105号）第275条第1項により行う保険募集
（2）当せん金付証票法の定めるところにより、都道府県知事等からの委託または都

道府県知事等の承認を得て行われる受託機関からの再委託に基づき行う当せ
ん金付証票の販売事務等

（3）高齢者の居住の安定確保に関する法律（平成13年法律第26号）の定めるところ

　  により、高齢者居住支援センターからの委託を受けて行う債務保証の申込の受
付及び保証債務履行時の事務等（債務の保証の決定及び求償権の管理回収業務
を除く）

（4）地方債又は、社債その他の債券の募集又は管理の受託
（5）電子記録債権法（平成19年法律第102号）第58条第2項の定めるところにより、電

子債権記録機関の委託を受けて行う電子債権記録業に係る業務
（6）共済募集業務（中小労災共済法に基づく共済募集）
7.企業等の事務受託業務

■理事会:理事会は、法令または定款に規定があるもののほか、理事会規定に基づき運営されており、金庫業務の執行に
関する重要事項を決定するとともに理事の職務の執行を監督します。

■監事会:監事会は、業務の違法性監査の実施を基本としており、法令、定款、監事会規定に基づき運営されています。
■常務会:常務会は、金庫の業務執行に関する重要事項を協議、決定します。但し、理事会規定に定める決議事項について
は予め委任されたものを除きその原案を検討審議します。

報酬体系について

沿革

１．対象役員
　当金庫における報酬体系の開示対象となる「対象役員」は、常勤理事、非常勤理事、常勤監事及び非常勤監事をいいます。対象役員に対する報酬等は、職務執
行の対価として支払う「基本報酬」及び「賞与」、在任期間中の職務執行及び特別功労の対価として退任時に支払う「退職慰労金」で構成されております。

（1）報酬体系の概要
【基本報酬及び賞与】
　非常勤を含む全役員の基本報酬及び賞与につきましては、総代会において、理事全員及び監事全員それぞれの支払総額の最高限度額を決定しております。
　そのうえで、各理事の基本報酬額につきましては役位や在任年数等を、各理事の賞与額については前年度の業績等をそれぞれ勘案し、当金庫の理事会にお
いて決定しております。また、各監事の基本報酬額及び賞与額につきましては、監事の協議により決定しております。

【退職慰労金】
　退職慰労金につきましては、在任期間中に毎期引当金を計上し、退任時に総代会で承認を得た後、支払っております。
　なお、当金庫では、全役員に適用される退職慰労金の支払いに関して、主として次の事項を規程で定めております。

　　　  ａ．決定方法　ｂ．支払い時期及び支払い方法
（2）2025年度における対象役員に対する報酬等の支払総額

（注）1.対象役員に該当する理事は10名、監事は3名です。
2.上記の内訳は、「基本報酬」95百万円、「賞与」25百万円、「退職慰労金」21百万円となっております。
    なお、「賞与」は当年度中に支払った賞与のうち当年度に帰属する部分の金額（過年度に繰り入れた引当金分を除く）と当年度に繰り入れた役員賞与引当
金の合計額です。
    「退職慰労金」は、当年度中に支払った退職慰労金（過年度に繰り入れた引当金分を除く）と当年度に繰り入れた役員退職慰労引当金の合計額です。
3.使用人兼務役員の使用人としての報酬等を含めております。

（3）その他
「信用金庫法施行規則第132条第1項第6号等の規定に基づき、報酬等に関する事項であって、信用金庫等の業務の運営又は財産の状況に重要な影響を与えるも
のとして金融庁長官が別に定めるものを定める件」（2012年3月29日付金融庁告示第22号）第3条第1項第3号及び第5号に該当する事項はありませんでした。

2.対象職員等
　当金庫における報酬体系の開示対象となる「対象職員等」は、当金庫の職員であって、対象役員が受ける報酬等と同等額以上の報酬等を受ける者のうち、
当金庫の業務及び財産の状況に重要な影響を与える者をいいます。
　なお、2025年度において、対象職員等に該当する者はいませんでした。

（注）1.対象職員等には、期中に退任・退職した者も含めております。
2.「同等額」は、2025年度に対象役員に支払った報酬等の平均額としております。
3.2025年度において対象役員が受ける報酬等と同等額以上の報酬等を受ける者はいませんでした。

金庫のあゆみ 奈良信用金庫
郡山信用金庫と奈良市信用金庫が合併し
『奈良信用金庫』に名称変更
新本店移転開店
両替商業務開始
日本銀行と当座取引開始
創業60周年記念決起大会開催
創業60周年記念提言集発刊
総預金1,000億円達成
理事長糸谷精己が黄綬褒章を受章
総貸出金1,000億円達成
総預金1,500億円達成
前会長 高橋義夫が黄綬褒章を受章
総預金2,000億円達成
総預金2,500億円達成
理事長加藤正祐が旭日双光章を受章
総預金3,000億円達成
総貸出金1,500億円達成
総貸出金2,000億円達成
創業90周年記念誌作成
「持続可能な開発目標（SDGs）」へ加盟
創業95周年

9月

4月
4月
12月
3月
9月
12月
11月
3月
3月
11月
2月
3月
5月
9月
12月
3月
9月
11月
9月

50年

55年
62年

元年

4年
11年
13年
14年
16年
22年
25年
26年

30年
元年

5年
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平成

令和

郡山信用金庫
産業組合法による有限責任郡山町信用組合
設立
保証責任に組織変更
郡山町信用販売購買利用組合と改称
農業団体法により解散
郡山町農業会設立
信用部門を分離し市街地信用組合法の制定に
より有限責任郡山町信用組合設立
中小企業等協同組合法により郡山町信用
組合に改組
信用金庫法に基づき郡山信用金庫に組織変更

9月

3月
8月
3月
4月

8月

4月

10月

3年

9年
13年
19年

23年

25年

26年

昭和

奈良市信用金庫
産業組合法による有限責任奈良市信用
組合設立
市街地信用組合法の制定により奈良市
信用組合として組織変更
中小企業等協同組合法により奈良市信用
組合に改組
信用金庫法に基づき奈良市信用金庫に組織変更

6月

4月

4月

10月

9年

18年

25年

26年

昭和

※1 理事 伊藤忠通、神田佳和は、信用金庫業界の
「総代会の機能向上策等に関する業界申し
合わせ」に基づく職員外理事です。

※2 監事 岡直三、近藤朗は、信用金庫法第32
条第5項に定める員外監事です。

区　分 支払総額
対象役員に対する報酬等 141.841

（単位：百万円）

（2026年7月1日現在）

（2026年7月1日現在）

役員一覧
菊澤　竜一
山﨑　隆也
川原　正寛
片岡　秀訓
川浪　一晃
徳原　郁愛
植村　　豊
伊藤　忠通
神田　佳和
河野　利祐
岡　直三

近藤　　朗

理 事 長
常 務 理 事
常 勤 理 事
常 勤 理 事
常 勤 理 事
常 勤 理 事
常 勤 理 事
非常勤理事
非常勤理事
常 勤 監 事
非常勤監事
非常勤監事

理　事　会

会　　　長

理　事　長

専務理事

常務理事

常勤理事

統括本部長

執行役員

営　業　店

委員会

資産管理本部 経営管理本部総合企画本部 証券運用本部 融資審査本部

営業課 融資課 業務推進課

業務管理本部 業務集中本部

監　事

常

　
　
　務

　
　
　会

監査部
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取扱手数料一覧 でんさいサービスにかかる手数料一覧

店頭ATM手数料一覧

■ 基本手数料（月額）

受取、譲渡、割引のみご利用のお客さま（債権者利用）
受取、譲渡、割引に加え発生記録をご利用のお客さま（債務者利用）

無料
無料

※「ならしんWEB-FB」など、他の当金庫インターネットバンキングをご利用いただいている場合は別途、該当サービスの基本手数料がかかります。

でんさいサービスのご利用内容 基本手数料（月額）

■ 従量手数料（1回あたりの手数料）【ご利用の翌月に、前月分を一括してご請求させていただきます。】

発生記録手数料（振出に相当）
譲渡記録手数料（裏書に相当）

分割譲渡記録手数料（でんさいネット独自サービス）
保証記録手数料（手形保証に相当）

支払等記録手数料（別途支払済み情報の登録）
変更記録手数料（債権情報の変更）

口座間送金決済手数料（当座決済後の送金に相当）
入金手数料

発生記録請求者（債務者または債権者）
譲渡人
譲渡人
債権者

支払等記録請求者（債務者または債権者）
　変更記録請求者（債務者または債権者）
債務者（実際の債権分割数は決済時に通知されます）

債権者（入金依頼者）
※やむを得ない事情によりパソコンを介さず窓口で手続きをする場合は、上記＋330円の手数料で対応いたします。

手数料種類
手数料金額

当金庫宛（当店宛含む） 他行宛 対象のお客さま

330円
165円
330円

無料
無料

660円
330円
660円
330円
330円
330円
無料
無料

■ その他手数料 【ご利用の都度、手数料をいただきます。】

窓口代行手数料

開示手数料

残高証明発行手数料
変更記録手数料（書面）

（PC対応不能の債権情報変更）
口座間送金決済中止手数料
（組み戻しに相当）

支払不能情報照会手数料

特定記録機関記録変更手数料
（でんさいネットへの債権移動）

依頼者
請求者

（お客さまのPCによる開示）
請求者

（書面代行による開示）
請求者
請求者

変更記録請求者
（債務者または債権者）
依頼者（債務者または債権者）

（実際の債権分割数は中止時に通知されます）

請求者

債権者

※上記手数料とは別に、他の提携記録機関においても「特定記録機関記録変更手数料」を定めている場合があります。
※支払不能情報の照会は書面のみとなります。（PCからはできません。） 

※1 一部、入金のお取扱ができない金融機関もございます。
※CDキャッシング手数料は1回あたり110円の手数料がかかります。

※手数料については、全て基準日現在の消費税込みの表示となっております。税制が変更された場合は、新しい税率で計算した手数料が必要となります。

手数料種類 手数料金額 対象のお客さま
当金庫では常時代行はしておりません

通常開示（PC）

通常開示（書面）

通常開示（書面）でんさいに依頼するもの
残高開示（書面）でんさいに依頼するもの
PCで対応ができない内容の債権変更を書面で

でんさいに依頼するもの
依頼返却となるもの

（当金庫・他行宛の差なし）
情報照会（書面）

でんさいに依頼するもの
当金庫でご利用のでんさいネットへ

電子債権を移動した際に口座引落しされるもの

ー　　 

無料

550円

3,300円
4,400円

2,200円

880円
×債権分割数

3,300円

4,400円

（2026年7月1日現在）

平日

土曜

日・祝日

平日

土曜

日・祝日

平日

土曜

日・祝日

平日

土曜

日・祝日

平日

土曜

日・祝日

入出金

入出金

入出金

入出金

入出金

入出金

出金

出金

出金

入出金

入出金

入出金

入出金

入出金

入出金

8:00 8:45 9:00 14:00 17:00 18:00 22:0021:00

奈良信金
大和信金
奈良中央信金
カード

他信用金庫
カード

都市銀行
信託銀行
地方銀行
農協
カード
第二地銀
信用組合
労働金庫
イオン銀行
カード ※1

ゆうちょ銀行
カード

手数料無料です。 手数料が1回110円かかります。 手数料が1回220円かかります。

無料

無料

無料

無料

無料

110円

110円

110円

110円

110円

110円

110円

220円 220円

110円220円

220円

220円

110円220円 220円

220円

110円 220円

220円

220円

110円 220円

220円

お取扱いいたしておりません

お取扱いいたしておりません

お取扱いいたしておりません

お取扱いいたしておりません

お取扱いいたしておりません

お取扱いいたしておりません

お取扱いいたしておりません

■ 振込手数料

0円
0円

440円
660円

自動送金
※2

0円
0円

330円
550円

FB・HB

0円
0円

275円
440円

インターネット
バンキング

0円
0円

275円
440円

振替
110円
330円
440円
660円

現金
ATM

220円
440円
660円
880円

窓口 ※1

5万円未満
5万円以上
5万円未満
5万円以上

振込金額

当金庫宛

他行庫宛
内国為替

項　　目

※上記表は、全て電信扱い。文書扱いは付帯物件付のものに限り承っております。660円の手数料がかかります。
※1 視覚障がい者の方が「窓口」でお振込みをされる場合、ATM振込みできる金額の範囲内に限り、ATM振込扱いの手数料でご利用いただけます。
※2 一律55円の口座振替手数料が別途かかります。

■ 基本手数料

3,300円
1,100円
1,100円
　　無料
　1,100円

個人のお客さま ※1
法人・個人事業主さま ※2

金額
1ヶ月
1ヶ月
1ヶ月

1ヶ月

単位
FB

ならしんWEB-FB
HB

インターネットバンキング

項　　目

※1 屋号、商号等でご使用の口座は除きます。
※2 新規契約は個人のお客さまに限定させていただきます。法人・個人事業主の方は「ならしん
WEB-FB」をご利用ください。

固定金利特約期間中
変動金利利用中

固定金利特約期間中
変動金利利用中

一部繰上返済

全額繰上返済

固定金利型選択事務手数料(1件)
全国保証住宅ローン取扱手数料
期間延長・割賦金見直し手数料

不動産調査手数料
事業性不動産調査手数料

抵当権者の開発同意等発行手数料
融資証明書発行手数料

■ 融資関連

33,000円
11,000円
33,000円
11,000円
11,000円
55,000円
11,000円
55,000円
55,000円
11,000円
11,000円

手数料

住宅ローン

項　　目

1～100枚
101～500枚
501枚以上

■ 硬貨入出金手数科
無料

(※1） 550円
550円+500枚毎に550円を加算

※全てのお客さまを対象とします。
※口座に対する硬貨入金、硬貨出金を対象とします。
※1 硬貨出金の場合、お一人さま1日1回に限り500枚まで無料。
※公共料金、税金納付や振込等に硬貨をご利用される場合も対象とします。

■ 両替手数料（1件あたり）

100円
200円
300円
400円

1日1回
無料

両替機（両替機設置店のみ対象）

無料
（※2） 330円

550円
550円
1,100円

1,100円+500枚毎に
550円を加算

1～50枚
51～100枚
101～300枚
301～500枚
501～1,000枚

1,001枚以上

窓口

※1 当金庫のキャッシュカード1枚に対し、1日1回に限り100枚まで無料。
※2 当金庫の通帳、キャッシュカード、アプリ画面のうち、いずれかのご提示により、お一人さま
1日1回に限り100枚まで無料。 （（例）当金庫の通帳を提示して200枚両替する場合、手数料
は550円となります。）

当金庫
キャッシュカードを
お持ちでない場合

当金庫
キャッシュカードを
ご利用の場合 ※1

1冊
1枚

■ 再発行手数料

1,100円
1,100円

金額単位
通帳・証書

キャッシュ・ローン・IB・貸金庫カード

項　　目

1年
1年
1年
1年

第一種
第二種
第三種

■ 貸金庫使用料

13,200円
15,840円
21,120円
39,600円

使用料単位
簡易型貸金庫

電動型

項　　目

1ヶ月

■ 集金手数料

8,800円
金額単位

週1回
頻度

集金手数料
項　　目

※回数が増える毎に8,800円が加算されます。

1口座

■ 未利用口座管理手数料

1,320円
手数料単位

未利用口座管理手数料
項　　目

※2021年4月1日以降の口座開設において一定条件を満たす場合手数料がかかります。

1年
1冊(50枚)

■ 夜間金庫関連

66,000円
5,500円

手数料単位
基本手数料
入金帳発行

項　　目

1ヶ月
1件

■ 自動集金手数料

1,100円
220円

手数料単位
Eメール方式 月額基本手数料

請求1件につき

項　　目

■ 組戻料等

1通

1通

1通
1通

660円
無料
660円
無料
660円

※660円以上

金額単位
振込組戻料

取立手形店頭呈示料

項　　目

※660円を超える場合に実費をご負担いただきます。

取立手形組戻料

不渡手形返却料

同一店
同一店以外
同一店
同一店以外

1通あたり
1通あたり
1通あたり
1通あたり

■ 代金取立手数科

無料
無料
660円
1,100円

単位 金額
電子交換

電子交換所非加盟金融機関宛て（個別取立）

同一店内
上記以外電子交換

入金扱

取立扱

項　　目

※2027年4月以降を期日とする手形・小切手の代金取立は終了しました。

1枚あたり
都度発行

相続によるもの

1通あたり
10枚まで

相続によるもの
（既経過利息証明つき）
当金庫所定用紙以外
(監査法人所定用紙等）

1通あたり
1通あたり

1通あたり

1通あたり

■ その他発行手数料
550円
550円
1,100円

770円
550円

2,200円

1,100円

自己宛小切手 ※

包括残高証明書

取引履歴書

残高・利息証明書

10枚を超え1枚毎に55円
※自己宛小切手の発行は2026年9月末をもって終了します。
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取扱手数料一覧 でんさいサービスにかかる手数料一覧

店頭ATM手数料一覧

■ 基本手数料（月額）

受取、譲渡、割引のみご利用のお客さま（債権者利用）
受取、譲渡、割引に加え発生記録をご利用のお客さま（債務者利用）

無料
無料

※「ならしんWEB-FB」など、他の当金庫インターネットバンキングをご利用いただいている場合は別途、該当サービスの基本手数料がかかります。

でんさいサービスのご利用内容 基本手数料（月額）

■ 従量手数料（1回あたりの手数料）【ご利用の翌月に、前月分を一括してご請求させていただきます。】

発生記録手数料（振出に相当）
譲渡記録手数料（裏書に相当）

分割譲渡記録手数料（でんさいネット独自サービス）
保証記録手数料（手形保証に相当）

支払等記録手数料（別途支払済み情報の登録）
変更記録手数料（債権情報の変更）

口座間送金決済手数料（当座決済後の送金に相当）
入金手数料

発生記録請求者（債務者または債権者）
譲渡人
譲渡人
債権者

支払等記録請求者（債務者または債権者）
　変更記録請求者（債務者または債権者）
債務者（実際の債権分割数は決済時に通知されます）

債権者（入金依頼者）
※やむを得ない事情によりパソコンを介さず窓口で手続きをする場合は、上記＋330円の手数料で対応いたします。

手数料種類
手数料金額

当金庫宛（当店宛含む） 他行宛 対象のお客さま

330円
165円
330円

無料
無料

660円
330円
660円
330円
330円
330円
無料
無料

■ その他手数料 【ご利用の都度、手数料をいただきます。】

窓口代行手数料

開示手数料

残高証明発行手数料
変更記録手数料（書面）

（PC対応不能の債権情報変更）
口座間送金決済中止手数料
（組み戻しに相当）

支払不能情報照会手数料

特定記録機関記録変更手数料
（でんさいネットへの債権移動）

依頼者
請求者

（お客さまのPCによる開示）
請求者

（書面代行による開示）
請求者
請求者

変更記録請求者
（債務者または債権者）
依頼者（債務者または債権者）

（実際の債権分割数は中止時に通知されます）

請求者

債権者

※上記手数料とは別に、他の提携記録機関においても「特定記録機関記録変更手数料」を定めている場合があります。
※支払不能情報の照会は書面のみとなります。（PCからはできません。） 

※1 一部、入金のお取扱ができない金融機関もございます。
※CDキャッシング手数料は1回あたり110円の手数料がかかります。

※手数料については、全て基準日現在の消費税込みの表示となっております。税制が変更された場合は、新しい税率で計算した手数料が必要となります。

手数料種類 手数料金額 対象のお客さま
当金庫では常時代行はしておりません

通常開示（PC）

通常開示（書面）

通常開示（書面）でんさいに依頼するもの
残高開示（書面）でんさいに依頼するもの
PCで対応ができない内容の債権変更を書面で

でんさいに依頼するもの
依頼返却となるもの

（当金庫・他行宛の差なし）
情報照会（書面）

でんさいに依頼するもの
当金庫でご利用のでんさいネットへ

電子債権を移動した際に口座引落しされるもの

ー　　 

無料

550円

3,300円
4,400円

2,200円

880円
×債権分割数

3,300円

4,400円

（2026年7月1日現在）

平日

土曜

日・祝日

平日

土曜

日・祝日

平日

土曜

日・祝日

平日

土曜

日・祝日

平日

土曜

日・祝日

入出金

入出金

入出金

入出金

入出金

入出金

出金

出金

出金

入出金

入出金

入出金

入出金

入出金

入出金

8:00 8:45 9:00 14:00 17:00 18:00 22:0021:00

奈良信金
大和信金
奈良中央信金
カード

他信用金庫
カード

都市銀行
信託銀行
地方銀行
農協
カード
第二地銀
信用組合
労働金庫
イオン銀行
カード ※1

ゆうちょ銀行
カード

手数料無料です。 手数料が1回110円かかります。 手数料が1回220円かかります。

無料

無料

無料

無料

無料

110円

110円

110円

110円

110円

110円

110円

220円 220円

110円220円

220円

220円

110円220円 220円

220円

110円 220円

220円

220円

110円 220円

220円

お取扱いいたしておりません

お取扱いいたしておりません

お取扱いいたしておりません

お取扱いいたしておりません

お取扱いいたしておりません

お取扱いいたしておりません

お取扱いいたしておりません

■ 振込手数料

0円
0円

440円
660円

自動送金
※2

0円
0円

330円
550円

FB・HB

0円
0円

275円
440円

インターネット
バンキング

0円
0円

275円
440円

振替
110円
330円
440円
660円

現金
ATM

220円
440円
660円
880円

窓口 ※1

5万円未満
5万円以上
5万円未満
5万円以上

振込金額

当金庫宛

他行庫宛
内国為替

項　　目

※上記表は、全て電信扱い。文書扱いは付帯物件付のものに限り承っております。660円の手数料がかかります。
※1 視覚障がい者の方が「窓口」でお振込みをされる場合、ATM振込みできる金額の範囲内に限り、ATM振込扱いの手数料でご利用いただけます。
※2 一律55円の口座振替手数料が別途かかります。

■ 基本手数料

3,300円
1,100円
1,100円
　　無料
　1,100円

個人のお客さま ※1
法人・個人事業主さま ※2

金額
1ヶ月
1ヶ月
1ヶ月

1ヶ月

単位
FB

ならしんWEB-FB
HB

インターネットバンキング

項　　目

※1 屋号、商号等でご使用の口座は除きます。
※2 新規契約は個人のお客さまに限定させていただきます。法人・個人事業主の方は「ならしん
WEB-FB」をご利用ください。

固定金利特約期間中
変動金利利用中
固定金利特約期間中
変動金利利用中

一部繰上返済

全額繰上返済

固定金利型選択事務手数料(1件)
全国保証住宅ローン取扱手数料
期間延長・割賦金見直し手数料

不動産調査手数料
事業性不動産調査手数料

抵当権者の開発同意等発行手数料
融資証明書発行手数料

■ 融資関連

33,000円
11,000円
33,000円
11,000円
11,000円
55,000円
11,000円
55,000円
55,000円
11,000円
11,000円

手数料

住宅ローン

項　　目

1～100枚
101～500枚
501枚以上

■ 硬貨入出金手数科
無料

(※1） 550円
550円+500枚毎に550円を加算

※全てのお客さまを対象とします。
※口座に対する硬貨入金、硬貨出金を対象とします。
※1 硬貨出金の場合、お一人さま1日1回に限り500枚まで無料。
※公共料金、税金納付や振込等に硬貨をご利用される場合も対象とします。

■ 両替手数料（1件あたり）

100円
200円
300円
400円

1日1回
無料

両替機（両替機設置店のみ対象）

無料
（※2） 330円

550円
550円
1,100円

1,100円+500枚毎に
550円を加算

1～50枚
51～100枚
101～300枚
301～500枚
501～1,000枚

1,001枚以上

窓口

※1 当金庫のキャッシュカード1枚に対し、1日1回に限り100枚まで無料。
※2 当金庫の通帳、キャッシュカード、アプリ画面のうち、いずれかのご提示により、お一人さま
1日1回に限り100枚まで無料。 （（例）当金庫の通帳を提示して200枚両替する場合、手数料
は550円となります。）

当金庫
キャッシュカードを
お持ちでない場合

当金庫
キャッシュカードを
ご利用の場合 ※1

1冊
1枚

■ 再発行手数料

1,100円
1,100円

金額単位
通帳・証書

キャッシュ・ローン・IB・貸金庫カード

項　　目

1年
1年
1年
1年

第一種
第二種
第三種

■ 貸金庫使用料

13,200円
15,840円
21,120円
39,600円

使用料単位
簡易型貸金庫

電動型

項　　目

1ヶ月

■ 集金手数料

8,800円
金額単位

週1回
頻度

集金手数料
項　　目

※回数が増える毎に8,800円が加算されます。

1口座

■ 未利用口座管理手数料

1,320円
手数料単位

未利用口座管理手数料
項　　目

※2021年4月1日以降の口座開設において一定条件を満たす場合手数料がかかります。

1年
1冊(50枚)

■ 夜間金庫関連

66,000円
5,500円

手数料単位
基本手数料
入金帳発行

項　　目

1ヶ月
1件

■ 自動集金手数料

1,100円
220円

手数料単位
Eメール方式 月額基本手数料

請求1件につき

項　　目

■ 組戻料等

1通

1通

1通
1通

660円
無料
660円
無料
660円

※660円以上

金額単位
振込組戻料

取立手形店頭呈示料

項　　目

※660円を超える場合に実費をご負担いただきます。

取立手形組戻料

不渡手形返却料

同一店
同一店以外
同一店

同一店以外

1通あたり
1通あたり
1通あたり
1通あたり

■ 代金取立手数科

無料
無料
660円
1,100円

単位 金額
電子交換

電子交換所非加盟金融機関宛て（個別取立）

同一店内
上記以外電子交換

入金扱

取立扱

項　　目

※2027年4月以降を期日とする手形・小切手の代金取立は終了しました。

1枚あたり
都度発行

相続によるもの

1通あたり
10枚まで

相続によるもの
（既経過利息証明つき）
当金庫所定用紙以外
(監査法人所定用紙等）

1通あたり
1通あたり

1通あたり

1通あたり

■ その他発行手数料
550円
550円
1,100円

770円
550円

2,200円

1,100円

自己宛小切手 ※

包括残高証明書

取引履歴書

残高・利息証明書

10枚を超え1枚毎に55円
※自己宛小切手の発行は2026年9月末をもって終了します。



NARA SHINKIN BANK REPORT 202653 NARA SHINKIN BANK REPORT 2026 54

金庫の概要06

01 本店営業部

05 富雄支店

09 こどの支店

13 木津川支店

02 学園前支店

06 大宮支店

10 尼ケ辻支店

14 押熊出張所

04 奈良支店・八軒町出張所

08 筒井支店

12 龍田川出張所

03 生駒支店

07 小泉支店

11 天理支店

N N

NNN

N N

N

NNNN

NN

生駒市 奈良市

天理市

大和郡山市平群町

05 0203
10 06 04

09
01

0807

11

12

14

木津川市 13

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

13

04

12

14

店舗一覧

出  張  所

CD・ATMご利用時間（入出金）

両替機設置店ご利用時間

会員たる資格

本店営業部

学園前支店

生駒支店

奈良支店

富雄支店

大宮支店

小泉支店

筒井支店

こどの支店

尼ケ辻支店

天理支店

木津川支店 

〒639－1082 大和郡山市南郡山町529番地の6

〒631－0036 奈良市学園北2丁目1番2号

〒630－0251 生駒市谷田町843番地の5

〒630－8244 奈良市三条町511－3 奈良交通第2ビル

〒631－0078 奈良市富雄元町2丁目6番31号

〒630－8115 奈良市大宮町6丁目3番地の8

〒639－1042 大和郡山市小泉町549番地の2

〒639－1123 大和郡山市筒井町727番地の3

〒630－8441 奈良市神殿町667番地の1

〒631－0845 奈良市宝来1丁目9番1号

〒632－0017 天理市田部町531番地

〒619-0215 木津川市梅美台8丁目1番5

（0743）54－3111（代）

（0742）45－4567（代）

（0743）74－1011（代）

（0742）26－8111（代）

（0742）45－4401（代）

（0742）33－1771（代）

（0743）52－0505（代）

（0743）56－5450（代）

（0742）63－3117（代）

（0742）41－2454（代）

（0743）62－3006（代）

(0774)72－4411(代)

八軒町出張所

龍田川出張所

押熊出張所

〒630－8325 奈良市西木辻町146番地

〒636－0911 生駒郡平群町椿井715番地の1

〒631－0011 奈良市押熊町557番地7

（0742）26－8111（代）

（0745）45－1311（代）

（0742）48－1260（代）

住　所店　名 電　話

営業店コーナー（奈良支店・木津川支店を除く）

奈良支店

木津川支店

大和郡山市役所

プライスカット大和小泉店内

イオンモール大和郡山内 ※1

近鉄奈良駅前

八軒町出張所

押熊出張所

8:00～22:00

8:00～22:00

8:30～22:00

9:00～17:00

9:00～22:00

10:00～22:00

8:00～22:00

8:00～22:00

8:00～22:00

8:00～17:00

8:00～22:00

8:30～22:00

9:00～22:00

10:00～22:00

8:00～22:00

8:00～17:00

8:00～22:00

8:00～17:00

8:00～22:00

8:30～22:00

9:00～22:00

10:00～22:00

8:00～22:00

8:00～17:00

8:00～22:00

平 日 土 曜 日 日曜・祝日

出張所および木津川支店では昼休業を実施しております。

信用金庫の会員たる資格を有する者は、次に掲げる者で定款で定めるものとする。ただし、第
1号又は第2号に掲げる者に該当する個人にあってはその常時使用する従業員の数が300人
を超える事業者を除くものとし、第1号又は第2号に掲げる者に該当する法人にあってはその
常時使用する従業員の数が300人を超え、かつ、その資本金の額又は出資の総額が9億円を超
える事業者を除くものとする。
一 その信用金庫の地区内に住所又は居所を有する者
二 その信用金庫の地区内に事業所を有する者
三 その信用金庫の地区内において勤労に従事する者
四 前3号に掲げる者に準ずる者として内閣府令で定める者
信用金庫連合会の会員たる資格を有する者は、その連合会の地区の一部を地区とする信用金
庫であって、定款で定めるものとする。

奈良支店　　　　  平  日　　　9：00～15：00　

押熊出張所　　　  平  日　　　9：00～15：00

※1 県下三金庫合同ATM

（2026年7月1日現在）

線
路
和
大

寺
王
天
至

至新大宮

至桜井
桜井線

エルトピア奈良

関西電力
道
の
ぎ
ら
す
や

り
通
ら
く
さ
西
小

原
橿
至

三条通り

近鉄奈良駅前ATM
アクティ奈良アクティ奈良

東横INN東横INN
近鉄奈良駅

駅
良
奈
R
J

大森町
交差点

柳
町
商
店
街

三の丸会館

線
原
橿
鉄
近

原
橿
至

寺
大
西
至

大和郡山市役所
郡山城跡

駅
山
郡
鉄
近

大和郡山
病院

近鉄百貨店

倉病院

市役所生駒市役所生駒市役所

至難波 至奈良
近鉄生駒駅

川
田
竜

寺
王
至

〒
とりみ通り

近鉄奈良線

バスターミナル

至奈良

スーパー
ヤオヒコ

面
方
駒
生
至

路
道
奈
阪
至
至難波

至学園大和町

川
雄
富

バス停

富雄駅

至法隆寺

国道25号線至法隆寺

駅前通り

至横田

線
路
和
大
R
J

良
奈
至

駅
泉
小
和
大

至大和郡山市街

川
雄
富

〒

〒

至
橿
原

至法隆寺 至横田国道25号線

警察署

パナソニック

フォレオタウン
つつい

駅
井
筒

線
原
橿
鉄
近

寺
大
西
至

ファミリー
マート

筒井支店
第2駐車場

東九条池東九条池

至横田 至国道169号線至大和郡山

和食さと

至JR奈良駅

北神殿バス停

東九条病院

神殿バス停

奈良マツダ

デイリーヤマザキ

〒

端
平
至

至桜井

場
広
前
駅

道
国

169

線
号

近鉄天理駅

駅
理
天
R
J

ローソンローソン
セブンイレブンセブンイレブン

至奈良

良
奈
至

井
桜
至

天理
警察署

線
駒
生
鉄
近

至斑鳩・王寺

至生駒至生駒

至王寺

業務スーパー

しまむら

竜田川

国道168号線

駅
川
田
竜

コープ

駅
津
木

総合庁舎

城山台小

ガーデンモール
木津川

梅谷口交差点
梅美台小

木津川市役所

国道163号線

至京奈和道
　木津IC

スーパー中村屋
店内

国
道
24
号
線

線
本
西
関
R
J

県道44号線

〒

近鉄奈良線 至奈良

帝塚山学園

至難波

奈良市役所
西部出張所

交番

パラディ

学園前駅

バスターミナル

バスターミナル

道
国
至

１６３

線
号

大宮小
至奈良公園

大宮通り至阪奈道路

奈良
市役所 川

保
佐

近鉄奈良線
至西大寺 至奈良新大宮駅

コイン
パーキング

かごの屋

Honda
Cars
南近畿
奈良

至西大寺

至橿原

スーパー
いそかわ

ファミリー
レストラン
ココス

川
篠
秋

垂仁天皇
御陵

阪奈菅原阪奈菅原

至大和郡山

至奈良

国道308号線

至大阪 高架道路

駅
辻
ケ
尼
鉄
近

ゴルフ5

ならやま大通り
神功5丁目交差点

業務スーパー

エディオン

ジャパン

南押熊バス停

平日   9:00～11:30
　　 12:30～15:00
(11:30～12:30は窓口休業）

本店営業部

八軒町出張所
（旧）奈良支店

奈良支店
（旧）JR奈良駅前プラザ

生駒支店

富雄支店

小泉支店

筒井支店

こどの支店

天理支店

龍田川出張所

木津川支店

学園前支店

大宮支店

尼ケ辻支店

押熊出張所

国
道
52
号
線

※奈良支店は2022年7月4日に移転しました。

[出張所・木津川支店営業時間]

※奈良支店の両替機は、2026年10月30日(金)をもちまして取扱いを終了いたします。
※地図上や店名欄の番号は、店舗位置を示すための番号です。
　店舗コードとは一致しない場合があります。

ならしん 店舗ネットワークならしん 店舗ネットワーク
奈良県内外
15店舗で
展開しております

資

　料

　編

業
務
の
ご
案
内

地
域
貢
献

お
客
さ
ま
へ

金
庫
の
概
要

な
ら
し
ん
の

経
営
方
針
に
つ
い
て
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金庫の概要06

01 本店営業部

05 富雄支店

09 こどの支店

13 木津川支店

02 学園前支店

06 大宮支店

10 尼ケ辻支店

14 押熊出張所

04 奈良支店・八軒町出張所

08 筒井支店

12 龍田川出張所

03 生駒支店

07 小泉支店

11 天理支店

N N

NNN

N N

N

NNNN

NN

生駒市 奈良市

天理市

大和郡山市平群町
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木津川市 13
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店舗一覧

出  張  所

CD・ATMご利用時間（入出金）

両替機設置店ご利用時間

会員たる資格

本店営業部

学園前支店

生駒支店

奈良支店

富雄支店

大宮支店

小泉支店

筒井支店

こどの支店

尼ケ辻支店

天理支店

木津川支店 

〒639－1082 大和郡山市南郡山町529番地の6

〒631－0036 奈良市学園北2丁目1番2号

〒630－0251 生駒市谷田町843番地の5

〒630－8244 奈良市三条町511－3 奈良交通第2ビル

〒631－0078 奈良市富雄元町2丁目6番31号

〒630－8115 奈良市大宮町6丁目3番地の8

〒639－1042 大和郡山市小泉町549番地の2

〒639－1123 大和郡山市筒井町727番地の3

〒630－8441 奈良市神殿町667番地の1

〒631－0845 奈良市宝来1丁目9番1号

〒632－0017 天理市田部町531番地

〒619-0215 木津川市梅美台8丁目1番5

（0743）54－3111（代）

（0742）45－4567（代）

（0743）74－1011（代）

（0742）26－8111（代）

（0742）45－4401（代）

（0742）33－1771（代）

（0743）52－0505（代）

（0743）56－5450（代）

（0742）63－3117（代）

（0742）41－2454（代）

（0743）62－3006（代）

(0774)72－4411(代)

八軒町出張所

龍田川出張所

押熊出張所

〒630－8325 奈良市西木辻町146番地

〒636－0911 生駒郡平群町椿井715番地の1

〒631－0011 奈良市押熊町557番地7

（0742）26－8111（代）

（0745）45－1311（代）

（0742）48－1260（代）

住　所店　名 電　話

営業店コーナー（奈良支店・木津川支店を除く）

奈良支店

木津川支店

大和郡山市役所

プライスカット大和小泉店内

イオンモール大和郡山内 ※1

近鉄奈良駅前

八軒町出張所

押熊出張所

8:00～22:00

8:00～22:00

8:30～22:00

9:00～17:00

9:00～22:00

10:00～22:00

8:00～22:00

8:00～22:00

8:00～22:00

8:00～17:00

8:00～22:00

8:30～22:00

9:00～22:00

10:00～22:00

8:00～22:00

8:00～17:00

8:00～22:00

8:00～17:00

8:00～22:00

8:30～22:00

9:00～22:00

10:00～22:00

8:00～22:00

8:00～17:00

8:00～22:00

平 日 土 曜 日 日曜・祝日

出張所および木津川支店では昼休業を実施しております。

信用金庫の会員たる資格を有する者は、次に掲げる者で定款で定めるものとする。ただし、第
1号又は第2号に掲げる者に該当する個人にあってはその常時使用する従業員の数が300人
を超える事業者を除くものとし、第1号又は第2号に掲げる者に該当する法人にあってはその
常時使用する従業員の数が300人を超え、かつ、その資本金の額又は出資の総額が9億円を超
える事業者を除くものとする。
一 その信用金庫の地区内に住所又は居所を有する者
二 その信用金庫の地区内に事業所を有する者
三 その信用金庫の地区内において勤労に従事する者
四 前3号に掲げる者に準ずる者として内閣府令で定める者
信用金庫連合会の会員たる資格を有する者は、その連合会の地区の一部を地区とする信用金
庫であって、定款で定めるものとする。

奈良支店　　　　  平  日　　　9：00～15：00　

押熊出張所　　　  平  日　　　9：00～15：00

※1 県下三金庫合同ATM

（2026年7月1日現在）
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東九条病院
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木津川市役所

国道163号線
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線
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県道44号線

〒

近鉄奈良線 至奈良

帝塚山学園

至難波

奈良市役所
西部出張所

交番

パラディ

学園前駅

バスターミナル

バスターミナル

道
国
至

１６３

線
号

大宮小
至奈良公園

大宮通り至阪奈道路

奈良
市役所 川

保
佐

近鉄奈良線
至西大寺 至奈良新大宮駅
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パーキング

かごの屋

Honda
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南近畿
奈良

至西大寺

至橿原

スーパー
いそかわ

ファミリー
レストラン
ココス

川
篠
秋

垂仁天皇
御陵

阪奈菅原阪奈菅原

至大和郡山

至奈良

国道308号線

至大阪 高架道路

駅
辻
ケ
尼
鉄
近

ゴルフ5

ならやま大通り
神功5丁目交差点

業務スーパー

エディオン

ジャパン

南押熊バス停

平日   9:00～11:30
　　 12:30～15:00
(11:30～12:30は窓口休業）

本店営業部

八軒町出張所
（旧）奈良支店

奈良支店
（旧）JR奈良駅前プラザ

生駒支店

富雄支店

小泉支店

筒井支店

こどの支店

天理支店

龍田川出張所

木津川支店

学園前支店

大宮支店

尼ケ辻支店

押熊出張所

国
道
52
号
線

※奈良支店は2022年7月4日に移転しました。

[出張所・木津川支店営業時間] ※八軒町出張所は
　12:00～13:00が
　窓口休業

※奈良支店の両替機は、2026年10月30日(金)をもちまして取扱いを終了いたします。
※地図上や店名欄の番号は、店舗位置を示すための番号です。
　店舗コードとは一致しない場合があります。

ならしん 店舗ネットワークならしん 店舗ネットワーク
奈良県内外
15店舗で
展開しております
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NARA  S H I N K I N  B ANK
R E POR T  2 0 2 6

ならしん 公式SNS

<ならしん>のイベントやおトクな
情報を配信しています。 質問等を
メッセージで送っていただくと、
「ならっきー」が直接お答えします！
@narashin

「ならっきー」の日常写真や、「ならっ
きー」が訪れた地域のお店情報を定
期的に発信しております。
@nalucky_insta

「ならっきー」が日常や〈ならしん〉の
情報をつぶやきます。
@naluckyofficial

■X

■Instagram

■LINE
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	2026奈良信用金庫ディスクロ_P43_44_0701_ol_p
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